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■
町
の
活
性
化
策

●「
の
ぎ
未
来
プ
ラ
ン
」の
策
定

（　

年
３
月
）

２３

　

町
で
は
、
自
立
し
た
町
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
の
経
営
指
針
と
し
て
、

今
後
進
む
べ
き
方
向
と
実
現
に
必
要

な
施
策
の
基
本
姿
勢
を
示
し
た
総
合

計
画
を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
　

〜　

年
度
の
５
年
間
で
、
明
る

２３

２７

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

●
野
木
町
煉
瓦
窯              

       
保
存
修
理
工
事
着
手

（　

年
９
月
〜
）

２３

　

野
木
町
煉
瓦
窯
は
、
老
朽
化
が
進

み
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
、
早
期
の
修

復
工
事
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
保
存
修
理
工
事
契
約
が

整
い
、
９
月
、
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
な
お
、
工
事
終
了
は　

年
３
月

２６

の
予
定
で
す
。

●
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」オ
ー
プ
ン

（　

年
６
月
）

２３

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
の

推
進
策
を
実
施
す
る
た
め
の
拠
点
と

し
て
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
館
」
が
６
月
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
煉
瓦
倉
庫
を

改
修
・
補
強
し
、
展
示
館
と
し
て
設

置
、
駐
車
場
・
花
壇
・
自
転
車
置
場

を
併
せ
て
整
備
し
ま
し
た
。

●
野
木
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

（　

年
３
月
）

２３

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
、
町
内
の
優
れ
た

地
域
資
源
や
特
産
品
を
認
定
す
る

「
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
」
を
創

設
、「
ひ
ま
わ
り
パ
イ
」「
ひ
ま
わ
り

娘
」
の
二
商
品
を
野
木
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
認
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
ブ

ラ
ン
ド
認
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（2）（2）

　

先
の
９
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し

て
、　

年
度
の
決
算
の
ご
承
認
を
い

２２

た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
と
町
内
事
業

所
の
皆
さ
ん
の
お
陰
も
あ
っ
て
、
今

年
も
基
金
に
約
３
億
円
ば
か
り
積
み

戻
し
で
き
ま
し
た
。
諸
事
業
推
進
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
自
立
の
町
づ
く
り
の
基
盤
整

備
に
職
員
一
同
、
邁
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、
来

年
へ
の
指
標
と
す
る
た
め
に
、
主
な

事
業
を
こ
こ
に
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
町
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
住
め
る
町
、
交
通
の
便
も
良

く
暮
ら
し
や
す
い
町
、
自
然
が
残
り
潤

い
の
あ
る
町
、
誰
も
が
平
等
に
尊
重
さ

れ
る
町
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
目
指
す
目
標

を
掲
げ
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
福
祉

と
教
育
に
は
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
子
育
て
す
る
な
ら
野
木
町
で
、
住

み
た
く
な
る
町
、
野
木
町
へ
、
と
い
う

思
い
で
さ
ら
な
る
重
点
施
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
は
東

日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
支
え
合
う
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。「
き
ら
り

館
」
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
合
っ
て
進
め
て
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の

程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
ぎ
未
来
プ
ラ
ン   

実
現
に
向
け
て

　

野
木
町
で
は　

〜　

年
度
の
５
年

２３

２７

間
の
基
本
計
画
「
の
ぎ
未
来
プ
ラ
ン
」

を
こ
の
３
月
に
策
定
し
、
現
在
そ
の

初
年
度
と
し
て
実
現
の
た
め
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

ま
ち　

野
木
町
」
と
し
て
、
合
併
し
な

い
で
現
在
の
自
立
し
た
自
治
体
の
基
盤

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
緑
豊
か

な
周
辺
農
地
や
平
地
林
、
さ
ら
に
思
川
、

遊
水
地
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
り
、
住

宅
部
と
農
村
部
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち

を
目
指
し
て
、
将
来
像
を
「
水
と
緑
と

人
の
和
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」
と

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
際
に
実
現

す
る
場
合
の
理
念
を
、
４
項
目
（〈
人
間

性
の
尊
重
〉〈
自
然
と
の
共
生
〉〈
町
民

と
の
協
働
〉〈
地
域
力
の
育
成
〉）
設
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

「
優
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
明
る

い
ま
ち
」
が
実
現
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　　　　　　～小さくてもキラリと光るまちをめざして～



（3）（3）

●
第　

回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

２０

（　

年
７
月
）

２３

　

今
年　

回
を
迎
え
た
ひ
ま
わ
り
フ

２０

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ひ
ま
わ
り
の
作

付
け
面
積
を
拡
大
し
た
ほ
か
、
子
ど

も
向
け
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
打

ち
上
げ
花
火
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
」
と
位
置
づ
け
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義

援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
と
ち
ま

る
募
金
」
な
ど
に
寄
付
し
た
ほ
か
、

町
内
在
住
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
ま
し
た
。

●「
国
土
利
用
計
画
野
木
町
計
画
」策
定

（　

年
３
月
）

２３

　

よ
り
良
い
状
態
で
町
土
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
ま
た
公
共
の
福

祉
を
優
先
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と

文
化
の
特
性
に
配
慮
し
た
健
康
で
文

化
的
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

町
の
土
地
利
用
計
画
を
、
３
月
策
定

し
ま
し
た
。
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を
図
る
内

容
で
す
。

●「
野
木
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」策
定

（　

年
３
月
）

２３

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
・

計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、「
野

木
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
、

３
月
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は

　

〜　

年
度
の
５
カ
年
度
で
す
。

２３

２７

●「
野
木
町
人
権
施
策
推
進
基
本
計
画
」策
定

（　

年
３
月
）

２３

　

一
人
ひ
と
り
が
人
に
対
す
る
思
い

や
り
を
持
ち
、
お
互
い
に
人
間
ら
し

い
生
き
方
を
尊
重
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
野
木
町
人
権
施
策
推
進
基
本

計
画
」
を
、
３
月
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
は　

〜　

年
度
の
５
カ
年

２３

２７

度
で
す
。

●
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り   

推
進
検
討
委
員
会
設
置

（　

年
７
月
）

２３

　

町
民
等
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
学
識
経
験

者
や
公
募
委
員
な
ど
か
ら
成
る
「
野

木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
検
討

委
員
会
」
を
、
３
月
設
置
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
協
働
推
進
の
あ
り
方

や
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

　
（　

年
度
〜
継
続
）

２２

　

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
た
め
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
地
域
別
懇
談
会
な
ど
を
開

催
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は　

年
３
月
策
定
を

２４

目
指
し
て
い
ま
す
。

●
町
政
地
区
懇
談
会
開
催

（　

年
度
〜
継
続
）

２１

　

今
年
度
も
全　

地
区
を
対
象
に
開

１３

催
。
町
政
へ
の
ご
意
見
を
直
接
伺
う

貴
重
な
場
と
し
て
、
自
由
討
議
形
式

で
意
見
交
換
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
マ
ン
デ
ー
ト
ー
ク
開
催

（　

年
度
〜
継
続
）

２２

　

町
長
を
交
え
自
由
に
話
し
合
え
る

場
と
し
て
、　

年
４
月
か
ら
月
１
回

２２

月
曜
日
に
開
催
。
１
月
か
ら
具
体
的

な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
回
も
設
け
、

ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の

開
催
日
は
「
広
報
の
ぎ
」
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
町
営
墓
地
第
２
期
整
備

（　

年
度
〜
継
続
）

２２

　

町
営
墓
地
（
整
備
面
積
６
６
５
１
㎡
、

芝
生
墓
地
３
１
０
基
、
普
通
墓
地
１

５
６
基
）
が
完
売
し
た
こ
と
か
ら
、

第
２
期
以
降
の
墓
地
整
備
の
準
備
の

た
め
、　

年
３
月
に
基
本
構
想
を
策

２３

定
し
ま
し
た
。

　

第
２
期
の
墓
地
整
備
は
、
芝
生
墓

地
３
７
０
基
、
普
通
墓
地
１
６
８
基
を

予
定
し
て
お
り
、　

年
度
は
、
基
本

２３

計
画
、
実
施
設
計
を
実
施
、
そ
の
後

整
備
の
予
定
で
す
。

●
町
財
政
計
画
に
よ
る           

５
年
間
の
財
政
運
営

（
継
続
）

　

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
を
図
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
指

針
と
し
て　

年
３
月
策
定
し
た
「
野

２２

木
町
財
政
計
画
」
に
基
づ
き
、
持
続

可
能
な
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

●
入
札
制
度
改
革           
（
継
続
）

　
　

年
９
月
「
入
札
適
正
化
委
員
会

２２
条
例
」
を
制
定
し
、
入
札
適
正
化
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
第
三
者
に

よ
る
入
札
な
ど
の
審
査
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
で
、
入
札
・
契
約
の
過
程

と
内
容
の
透
明
性
が
高
ま
り
、
公
正

な
競
争
の
確
保
と
厳
正
な
入
札
執
行

体
制
の
整
備
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
入
札
制
度
の
見
直
し

に
努
め
ま
す
。

●
図
書
館
に
新
コ
ー
ナ
ー （　

年　

月
）

２３

１０

　

子
ど
も
が
よ
り
本
に
親
し
め
る
よ

う
、
館
内
児
童
コ
ー
ナ
ー
入
口
に
、

児
童
書
の
「
企
画
・
特
集
コ
ー
ナ
ー
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
聴
覚

資
料
の
配
架
棚
を
改
修
し
、
よ
り
利

用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

この１年 （Ｈ２２．１２～Ｈ２３．１１） 重 点 的 に 進 め た 施 策　　　　　　　　　



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

宛
先　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　
　
　
　

野
木
町
長　

真
瀬
宏
子　

行

�
�
�
�
�
�
�

�
�
０
２
８
０（　

）４
１
９
０

５７

�
�
�
�
�

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
の
安
全
・
安
心
策

●
安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

事
業
を
拡
充
（
一
部
）

（　

年
度
〜
継
続
）

２２

　
　

年
度
に
町
内
一
部
（「
新
橋
区
」、

２２
「
友
沼
区
」）
で
安
全
安
心
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。　

年
度
は
、
丸
林
東
西
区
、

２３

野
渡
区
で
、
地
域
で
の
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
体
制
を
築
く
た
め
、
安
全

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
区
を
単
位
と
し
て
地
域

で
の
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
体
制
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

●
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
キ
ラ 
輪 
号
」

り
ん

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

（　

年　

月
）

２３

１０

　

町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
キ
ラ 
輪 りん

号
」
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
の
新

し
い
公
共
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い

ま
す
。

　
　

月
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
が
加
わ
り
、

１０
便
数
も
増
え
て
ま
す
ま
す
ご
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

電
話
予
約
の
う
え
、
通
院
、
買
い
物

な
ど
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
小
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
な
ど

（
継
続
）

　
　

年
度
は
、
友
沼
・
佐
川
野
・
南

２２
赤
塚
各
小
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工

事
と
友
沼
小
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強

実
施
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

年
度
は
、
友
沼
小
の
屋
内
運
動

２３
場
耐
震
補
強
工
事
と
野
木
中
旧
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
実
施
設
計
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
各
小
中
学

校
の
被
害
箇
所
の
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
中
谷
踏
切
拡
幅
事
業
完
了

（　

年　

月
）

２３

１０

　

平
成　

年
度
に
事
業
開
始
し
た
中

２０

谷
踏
切
拡
幅
事
業
は
、
接
道
し
て
い

る
２
級
幹
線
５
号
線
の
舗
装
工
事
が

完
成
し
、
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

●
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

　

被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
へ
、

　

住
宅
修
繕
支
援
制
度
を
設
け

　

ま
し
た　
　
　
 
（　

年
４
月
）

２３

　

こ
の
た
び
の
災
害
で
被
害
を
受
け

ら
れ
た
町
民
の
皆
様
に
、
一
日
も
早

く
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
損
壊
し
た
住
宅
を
修
繕
す

る
に
あ
た
っ
て
の
、
次
の
２
つ
の
支

援
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

①
住
宅
の
修
繕
工
事
費
補
助
金
制
度

②
資
金
を
借
り
入
れ
て
修
繕
工
事

　

等
を
行
う
場
合
の
利
子
補
給
制
度

■
少
子
高
齢
化
対
策

　
●
若
者
出
会
い
応
援
事
業
実
施

（　

年
３
月
）

２３

　

町
で
は
、
定
住
者
の
増
加
を
図
り
、

青
年
層
の
流
出
や
少
子
化
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
若
者

の
出
会
い
や
結
婚
を
支
援
す
る
若
者

出
会
い
応
援
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

●
新
・
南
赤
塚
学
童
保
育
室
開
設

（　

年
４
月
）

２３

　

学
童
保
育
利
用
人
数
増
加
の
た
め
、

南
赤
塚
学
童
保
育
室
を
新
設
、　

年
２３

４
月
に
新
保
育
室
を
開
所
し
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
現
在
、
１
年
生
か
ら
４

１０
年
生
ま
で
、　

人
の
子
ど
も
た
ち
が

２６

利
用
し
て
い
ま
す
。

●
新
・
友
沼
学
童
保
育
室
開
設

（　

年
１
月
）

２３

　

友
沼
学
童
保
育
室
は
、
こ
れ
ま
で

友
沼
小
学
校
の
体
育
館
２
階
で
開
設

し
て
い
ま
し
た
が
、
狭
か
っ
た
た
め
、

教
室
を
改
修
し
て
、
新
た
な
学
童
保

育
室
を　

年
１
月
開
設
し
ま
し
た
。

２３

●
３
人
乗
り
自
転
車
貸
し
出
し
事
業

（　

年
３
月
）

２３

　

子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

　

年
３
月
か
ら
、
６
歳
未
満
の
お
子

２３様
を
２
人
以
上
お
持
ち
の
ご
家
庭
に
、

自
転
車
安
全
基
準
を
満
た
し
た
３
人

乗
り
自
転
車
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま

し
た
。
用
意
し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
６
台
、
ギ
ア
付
き
自
転
車
４
台

は
現
在
す
べ
て
貸
し
出
さ
れ
、
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
任
意
予
防
接
種
の
助
成
開
始

（　

年
４
月
）

２３

　

感
染
症
予
防
・
が
ん
対
策
の
た
め
、

４
月
か
ら
任
意
の
予
防
接
種
（
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
成
人

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
）
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

       
（　

年
度
〜
継
続
）

２２

　

子
育
て
し
や
す
い
町
を
目
指
し
、

　

年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
の
疾
病
の

２２早
期
発
見
、
治
療
の
促
進
と
子
育
て

家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
の
対
象
枠
を
、

中
学
３
年
生
ま
で
（
こ
れ
ま
で
は
小

学
３
年
生
ま
で
）
に
広
げ
て
い
ま
す
。

この１年 （Ｈ２２．１２～Ｈ２３．１１） 重 点 的 に 進 め た 施 策

（4）
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●実施日時 １２月３●実施日時　　　１２月３日日（土）（土） 午後２時～６時頃　午後２時～６時頃
●集合場所 野木町役場（下都賀郡野木町大字丸林５７１番地●集合場所　　　野木町役場（下都賀郡野木町大字丸林５７１番地））
●参加条件 男性 ２０●参加条件　　　男性　２０名名

野木町在住在勤者優先で２５歳以上４５歳以下の定職を持つ独身の　　　　　　　　野木町在住在勤者優先で２５歳以上４５歳以下の定職を持つ独身の方方
女性 ２０名　　　　　　　　女性　２０名　
２５歳以上３９歳以下の学生でない独身の　　　　　　　　２５歳以上３９歳以下の学生でない独身の方方

●●参参 加加 費費 男女　　　男女 ３，０００３，０００円円
●応募方法 必要項目を明記してハガキ／ＦＡＸ／ＨＰから申し込●応募方法　　　必要項目を明記してハガキ／ＦＡＸ／ＨＰから申し込みみ

必要項目…①氏名 ②年齢 ③性別 ④職業 ⑤電話番号 ⑥住　　　　　　　　必要項目…①氏名 ②年齢 ③性別 ④職業 ⑤電話番号 ⑥住所所
⑦趣味・特技など簡単な自己Ｐ　　　　　　　　　　　　　⑦趣味・特技など簡単な自己ＰＲＲ

※友達と一緒に参加を希望する場合は、全員分の必要項目を記入し　　　　　　　　※友達と一緒に参加を希望する場合は、全員分の必要項目を記入し、、
一通でお申し込み下さい。（申込者全員をひとくくりとして抽選します。　　　　　　　　　一通でお申し込み下さい。（申込者全員をひとくくりとして抽選します。））

※応募者多数の場合は、抽選となります　　　　　　　　※応募者多数の場合は、抽選となります。。
※抽選結果は、１１月２５日頃までに封書で通知します　　　　　　　　※抽選結果は、１１月２５日頃までに封書で通知します。。

●●応応 募募 先先　　　ハガキ 〒３２０-８５３１ とちぎテレビ営業部「野木町若者の出会い応援事業」ハガキ 〒３２０-８５３１　とちぎテレビ営業部「野木町若者の出会い応援事業」係係
ＦＡＸ ０２８(６５０)６６３　　　　　　　   ＦＡＸ  ０２８(６５０)６６３１１
とちぎテレビホームページ http://www.toch　　　　　　　　とちぎテレビホームページ　http://www.tochigi-tv.jpigi-tv.jp//

●募集期間 １１月１日～２１日※必●募集期間　　　１１月１日～２１日※必着着
●問い合わせ先 政策課●問い合わせ先　政策課　��０２８０(５７)４１１０２８０(５７)４１１３３
　　　　　　　　※※ご応募いただいた個人情報は、「野木町若者の出会い応援事業」運営やご応募いただいた個人情報は、「野木町若者の出会い応援事業」運営や今今
　　　　　　　　　回の回の事業に関するアンケートだけに使用します。他の目的に利用すること事業に関するアンケートだけに使用します。他の目的に利用することはは
　　　　　　　　　ありません。ありません。
　　　　　　　　※テレビ番組の撮影はありません※テレビ番組の撮影はありません。。
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町
デ
マ
ン
ド
交
通
「
キ
ラ 
輪 
号
」

り
ん

は
、　

月
５
日
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
（
乗

１０

客
９
人
ま
で
）
が
加
わ
り
、
新
時
刻

表
で
便
数
も
増
え
て
、
さ
ら
に
ご
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
、
美
容
室
、
駅
、
病
院
、

役
場
・
公
民
館
・
ホ
ー
プ
館
、
郵
便

局
、
お
友
達
の
家
な
ど
へ
行
く
の
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、「
と
て
も
便

利
！
」
と
大
変
好
評
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
、
町
内

な
ら
「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で

も
」
乗
り
降
り
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
キ
ラ 
輪 り

ん

号
は
、
皆
さ
ん
の
行
動
範
囲
を
広
げ

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
ふ
う
に
運
行
さ
れ
て
い
る
の
？

　

自
宅
や
指
定
場
所
か
ら
目
的
地
ま

で
、
電
話
予
約
で
運
行
し
ま
す
。

　

通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
違
っ
て
何
人

か
で
の
乗
り
合
い
な
の
で
、
到
着
時

間
に
は
十
分
な
余
裕
を
も
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
ど
こ
ま
で
行
け
る
の
？

　

野
木
町
全
域
、
光
南
病
院
（
小
山

市
）、
友
愛
記
念
病
院
（
古
河
市
）

※
友
愛
記
念
病
院
へ
は
、
行
き
（
野

　

木
町
内
か
ら
友
愛
記
念
病
院
ま
で

　

の
乗
車
）だ
け
、
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
い
つ
運
行
し
て
い
る
の
？ 

　

い
つ
が
お
休
み
な
の
？

　

運
行
日　

月
〜
金
曜
日

　

運
休
日　

土
・
日
曜
日
、祝
日

　
　
　
　
　

８
月　

日
〜　

日

１３

１６

　
　
　
　
　
　

月　

日
〜
１
月
３
日

１２

２９

◆
だ
れ
が
利
用
で
き
る
の
？

　

利
用
登
録
し
た
方
で
、
一
人
で
乗

り
降
り
で
き
る
方
。

※
介
助
者
同
乗
の
と
き
は
利
用
で
き
ま
す
。

◆
ど
う
や
っ
て
登
録
す
る
の
？

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
プ
館
」）・
町
政

策
課
に
登
録
票
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

　

登
録
が
済
ん
だ
方
に
は
、
後
日
登

録
証
を
送
付
し
ま
す
。

◆
利
用
す
る
と
い
く
ら
か
か
る
の
？

１
乗
車
に
つ
き

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

（　

歳
以
上
２
０
０
円
） 

７５

小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

（
３
歳
以
下
無
料
）　

※
ご
利
用
に
は
利
用
券
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
で　

年
４
月
以
降
に
運

７５

２１

　

転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
は
、
利

　

用
券
二
冊（
２
０
０
円
×　

回
分
）

２０

　

を
一
回
限
り
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
交
付
に
は
、「
運
転
経
歴

　

証
明
書
（
有
料
）」
が
必
要
で
す
。

◆
利
用
券
は
ど
こ
で
買
え
る
の
？

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

町
政
策
課

　

キ
ラ 
輪 
号
車
内

り
ん

◆
ど
う
や
っ
て
予
約
す
る
の
？

　

�
遅
く
て
も
利
用
予
定
便
の　

分
前

３０

　
　

ま
で
に
「
予
約
セ
ン
タ
ー
」
へ

　
　

お
電
話
く
だ
さ
い
。
午
前
８
時

　
　

の
便
は
前
日
予
約
と
な
り
ま
す
。

　

※
予
約
セ
ン
タ
ー
�（　
）５
５
１
５

５４

　

�
利
用
予
定
日
の
一
週
間
前
（
運

　
　

休
日
除
く
）
か
ら
予
約
で
き
ま

　
　

す
。
月
曜
日
の
便
は
、
金
曜
日

　
　

に
予
約
で
き
ま
す
。

　

�
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
〜
午

　
　

後
４
時　

分
で
す
。

３０

　

�
予
約
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
を

　
　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

①
お
名
前

　
　

②
お
電
話
番
号

　
　

③
ご
利
用
希
望
の
日
時
（
何
時
の
便
）

　
　

④
ど
な
た
が
乗
る
か
（
何
人
乗
る
か
）

　
　

⑤
ご
乗
車
場
所
（
ど
こ
か
ら
）

　
　

⑥
目
的
地
（
ど
こ
ま
で
）

　

�
帰
り
の
便
の
利
用
が
決
ま
っ
て

　
　

い
れ
ば
、
お
出
か
け
の
時
に
予

　
　

約
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

�
予
約
変
更
ま
た
は
キ
ャ
ン
セ
ル

　
　

を
す
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
ご
連

　
　

絡
く
だ
さ
い
。

◆
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
い
い
の
？

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
乗
車
を
お
断

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�
一
人
で
乗
り
降
り
で
き
な
い

　
　
（
介
助
者
同
乗
の
と
き
は
利
用
で
き
ま
す
）

　

�
小
学
生
以
下
が
一
人
で
乗
車

　
　
（
保
護
者
同
伴
の
と
き
は
利
用
で
き
ま
す
）

　

�
ペ
ッ
ト
連
れ
の
乗
車
や
大
き
な

　
　

荷
物
の
持
ち
込
み

　

�
営
業
目
的
で
の
乗
車

【
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
】

・
酒
気
帯
び
・
著
し
く
車
内
の
風
紀

　

を
乱
す
と
思
わ
れ
る
行
為

・
車
内
で
の
飲
食
と
喫
煙

�
�
�
�
�
�
�
�
��
��

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
問
町
社
会
福
祉
協
議
会
�（　
）３
１
０
０

５７

　

政
策
課　
　
　
　
　

�（　
）４
１
１
３

５７
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【
野
木
町
史
跡
探
検
】

　
　
　

六
年　
　
　
 
鈴
木 　

す
ず
き

 
春
奈 

は
る
な

　

私
は
歴
史
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
、

レ
ン
ガ
が
ま
を
見
た
り
、
鎌
倉
街

道
を
歩
い
た
り
し
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
レ
ン
ガ
が
ま
の

中
に
は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

外
か
ら
中
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
は
小
さ
い
穴
が

た
く
さ
ん
開
い
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

六
年　
　
 
小
山
田 　

お

や

ま

だ

 
美
優 
み

ゆ

　

私
は
、
野
木
町
に
古
墳
や
レ
ン

ガ
が
ま
な
ど
、
歴
史
に
関
す
る
も

の
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。　

特
に
、
シ
モ
レ
ン
の

レ
ン
ガ
が
ま
が
百
二
十
年
以
上
た

っ
た
今
も
形
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
私

が
住
ん
で
い
る
佐
川
野
地
区
に
も

古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

四
年　
　
　
 
木
村 　

き
む
ら

 
七
星 

な
な
せ

　

私
は
日
光
へ
行
き
、
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
光
東
照
宮
へ
は
前
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
今
回
は

日
光
の
方
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
話

を
聞
い
た
こ
と
を
、
ず
っ
と
わ
す

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
田
植
え
】　

　
　
　

五
年　
　
　
 
岩
� 　

い
わ
さ
き

 
優
奈 
ゆ

な

　

わ
た
し
は
、
今
年
も
田
植
え
を

し
ま
し
た
。
一
番
難
し
か
っ
た
の

は
、
苗
の
植
え
方
で
す
。
深
す
ぎ

る
と
水
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
し
、

浅
い
と
浮
か
ん
で
た
お
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
、
土
の
感
し
ょ
く

は
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、
楽
し

く
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

五
年　
　
　
 
○
野 　

た
て
の

 
真
拓 

ま
ひ
ろ

　

ぼ
く
は
田
植
え
を
し
て
二
つ
の

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
一
つ
は

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
生
き
て
い

る
と
、
い
う
こ
と
で
す
。
ザ
リ
ガ

ニ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
見
つ
け

ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
田
植
え
は

た
い
へ
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

田
植
え
を
し
て
い
る
お
年
寄
り
は

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。　

【
農
園
活
動
】 

三
年　
　
　
 
柿
沼 　

か
き
ぬ
ま

 
夏
望 

な
つ
み

　

わ
た
し
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
な

え
を
、
真
っ
黄
色
で
お
い
し
い
実

が
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら

う
え
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
な
え
を
う
え
や
す
い

よ
う
に
と
、
マ
ル
チ
を
切
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
て
ぎ
わ
が
よ
く
て

す
ご
か
っ
た
で
す
。
感
し
ゃ
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
　

三
年　
　
　
 
黒
須 　
　

く
ろ
す

 
洸 
ひ
か
る

　

ぼ
く
は
え
だ
豆
の
な
え
を
う
え

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
な
え
が
と

て
も
細
く
て
大
き
く
な
る
の
か
心

配
で
し
た
。
で
も
、
大
き
く
育
っ

て
し
ゅ
う
か
く
で
き
ま
し
た
。
家

に
持
ち
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
ゆ
で

て
も
ら
っ
た
ら
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

【
社
会
科
見
学
】

　
　
　

四
年　
　
　
 
老
沼 　

お
い
ぬ
ま

 
利
紗 
り

さ

　

七
月
十
五
日
に
日
光
へ
行
き
ま

し
た
。
そ
の
日
は
、
と
て
も
暑
い

日
だ
っ
た
の
に
、
日
光
は
と
て
も

す
ず
し
か
っ
た
で
す
。
徳
川
家
康

の
お
は
か
へ
行
く
階
段
は
二
百
七

だ
ん
あ
っ
て
、
ハ
ア
ハ
ア
言
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
長
か
っ
た
で
す
。
ま

た
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

一
年　

ほ
う
じ
と　

し
ゅ
う
ま

　

き
れ
い
な
れ
ん
げ
が
、
い
っ
ぱ

い
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
む

し
も
い
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
と
、

わ
っ
か
を
つ
く
っ
て
あ
そ
び
ま
し

た
。
き
れ
い
で
た
の
し
く
て
う
れ

し
か
っ
た
の
で
、
二
ね
ん
せ
い
に

な
っ
て
も
、
も
う
一
か
い
い
き
た

い
で
す
。

【
町
探
検
】

　
　
　

二
年　
　
　
 
木
村 　

き
む
ら

 
一
星 

い
っ
せ
い

　

ぼ
く
は
、
モ
ン
ペ
リ
と
森
な
が

ス
チ
ロ
ー
ル
と
コ
ヤ
マ
か
ん
ば
ん

と
い
わ
さ
き
い
い
ん
に
行
き
ま
し

た
。
森
な
が
ス
チ
ロ
ー
ル
で
、
は

っ
ぽ
う
ス
チ
ロ
ー
ル
の
元
と
な
る

白
い
さ
ら
さ
ら
し
た
つ
ぶ
を
さ
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
思
い

出
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

二
年　
　
 
佐
藤 　

さ
と
う

 
凜
汰
朗 

り
ん
た
ろ
う

　

ぼ
く
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と

モ
ン
ペ
リ
と
や
さ
い
を
作
っ
て
い

る
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
と
に
じ
の
い
え

に
行
き
ま
し
た
。　

に
じ
の
い
え

で
は
、
お
年
よ
り
が
生
か
つ
し
て

い
る
へ
や
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
か
わ
っ
た
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て

い
た
の
が
、
め
ず
ら
し
か
っ
た
で

す
。

【
野
木
町
の
よ
さ
・
栃
木
県
の
よ
さ
】

＝
ふ
れ
合
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
＝

【
レ
ン
ゲ
畑
遊
び
】

　
　
　

一
年　

こ
さ
か　

あ
り
さ

　

れ
ん
げ
ば
た
け
で
、
は
の
ん
ち

ゃ
ん
と
あ
そ
び
ま
し
た
。
お
は
な

が
す
き
だ
っ
た
の
で
、
い
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
れ
ん
げ
の
さ

い
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
さ
い
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
め
い
ろ
に
み
え
た

の
で
、
め
い
ろ
を
し
ま
し
た
。
た

の
し
か
っ
た
で
す
。
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
の
愛
称
）
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

☆
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
☆

（
１
人
分
）
エ
ネ
ル
ギ
ー　

k
�
82

　

タ
ン
パ
ク
質 
1
・
8
g

　

脂
質
4
・
3
g　

鉄
分
0
・
2
�

　

塩
分
1
・
2
g

�
材
料
（
４
人
分
）

玉
ね
ぎ
…　

ｇ
、
に
ん
じ
ん
…　

ｇ
、

５０

３５

じ
ゃ
が
い
も
…　

ｇ
、
セ
ロ
リ
…　

ｇ
、

５０

２５

ベ
ー
コ
ン
…　

ｇ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

１５

水
煮
缶
…　

ｇ
、
コ
ー
ン
缶
…
１
/
４
缶
、

２５

ト
マ
ト
水
煮
缶
…
１
/
３
缶
、
に
ん

に
く
…
１
/
４
か
け
、
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
…
大
さ
じ
１
、
コ
ン
ソ
メ
顆
粒

…
大
さ
じ
１
/
２
、
水
…
３
カ
ッ
プ
、

砂
糖
…
小
さ
じ
1
／
２
、
塩
…
小
さ

じ
１
/
４
、
こ
し
ょ
う
…
少
々
、
と
ろ

み
用
（
米
粉
…
大
さ
じ
１
と
1
/
２
、

水
…
大
さ
じ
２
）

�
作
り
方

①
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
熱
し
、

　

み
じ
ん
切
り
の
に
ん
に
く
を
炒
め
、

　

１
㎝
の
さ
い
の
目
切
り
に
し
た
野

　

菜
（
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ

　

が
い
も
、
セ
ロ
リ
）
と
ベ
ー
コ
ン

　

を
加
え
、
炒
め
る
。

②
①
に
水
を
加
え
て
コ
ン
ソ
メ
顆
粒
、

　

ト
マ
ト
水
煮
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、

　

コ
ー
ン
を
加
え
て　

分
位
煮
る
。

２０

　

※
し
っ
か
り
ア
ク
を
取
る
。

③
砂
糖
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
を
調

　

え
る
。

④
と
ろ
み
用
に
、
米
粉
と
水
を
溶
き

　

混
ぜ
て
③
に
加
え
、
よ
く
か
き
混

　

ぜ
て
沸
騰
さ
せ
、
と
ろ
み
を
つ
け

　

る
。

⑤
最
後
に
セ
ロ
リ
の
葉
を
刻
ん
で
散

　

ら
す
。

〈
ひ
と
こ
と
〉

　

米
粉
で
や
さ
し
い

と
ろ
み
を
つ
け
ま
し

た
。町

食
生
活
改
善
推
進
員
会

広
報
連
絡
委
員
レ
ポ
ー
ト
３
０
６

感
謝
の
心
を
捧
げ
る
所             

�
�
�
��
�
�
�

　

広
報
連
絡
委
員　
 

野　

善
一

　

私
た
ち
は
、
常
に
神
社
は
こ
こ
に

あ
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
、
お
願
い
す

る
こ
と
が
普
通
の
行
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
普
通
の
こ
と
を
普
通
に

行
う
だ
け
で
は
済
ま
な
い
こ
と
が
起

こ
り
ま
し
た
。
雨
漏
り
で
す
。

　

銅
板
の
葺
き
替
え
は
い
つ
ご
ろ
だ

っ
た
か
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
昭
和

　

年　

月
、
拝
殿
の
増
改
築
の
折
銅

１０

１０

板
に
葺
き
替
え
て
い
ま
す
。　

年
の

７６

歳
月
が
流
れ
て
い
ま
す
し
、
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
仕
方

な
い
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
、
銅
板

屋
根
の
葺
き
替
え
と
リ
フ
ォ
ー
ム
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
立
は
建
久
２
年（
西
暦
１
１
９
１

年
）
そ
の
後
増
改
築
を
重
ね
、
現
在

の
御
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。
御
社
を

迎
え
て
８
２
０
年
、
年
号
に
し
て
１
３
８

代
で
す
。

　

日
頃
、
私
た
ち
は
何
気
な
く
お
参

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
宝
に
恵
ま

れ
て
は
、
宮
参
り
、
七
五
三
参
り
、

入
学
祈
願
、
卒
業
奉
告
、
厄
除
、
人

生
の
門
出
の
結
婚
式
、
そ
し
て
人
生

の
歩
み
の
中
で
子
孫
繁
栄
な
ど
を
願

い
、
お
参
り
を
し
て
い
ま
す
。
森
の

中
で
神
社
を
お
参
り
す
る
と
き
、
な

ん
と
な
く
心
が
安
ら
ぎ
、
フ
ッ
…
と

揺
れ
る
心
を
感
じ
る
瞬
間
を
経
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
お
か

げ
様
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
〉
と
い
う
心
を
納
め
て
も
ら
い
、

感
謝
を
捧
げ
る
場
所
で
あ
り
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
一
生
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な

出
来
事
が
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
経
験

を
し
て
、
自
分
の
中
で
考
え
、
自
分

の
役
割
、
何
が
大
事
か
、
な
ど
を
考

え
、
神
社
と
向
き
合
い
、
静
か
に
手

を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
が
神
社
な
の
か

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
野
木
町
は
自

然
災
害
の
少
な
い
地
域
で
す
が
、
更

に
平
和
で
安
全
安
心
な
町
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
し
な
が
ら
町
の
発

展
と
町
の
文
化
も
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
我
々
の
責
務
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（8）



情
報
公
開
請
求
状
況

問
総
務
課　
　
　

�（　
）４
１
１
４

５７

　
　

年
４
月
〜
９
月
の
情
報
公
開
請

２３
求
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
が
保

有
す
る
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
請

求
に
応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

　

月
５
日（
土
）は
停
電
の
た
め

１１役
場
敷
地
内
の
設
備
が
使
え
ま
せ
ん

　
　

月
５
日（
土
）は
、
野
木
町
公
民

１１
館
空
調
設
備
他
改
修
工
事
で
役
場
敷

地
内
施
設
が
停
電
す
る
た
め
、
次
の

施
設
・
設
備
が
終
日
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
自
動
交
付
機
（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

　

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）

問
住
民
課　
　
　

�（　
）４
１
２
６

５７

・
野
木
町
公
民
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
武
道
館
・

　

弓
道
場

※
な
お
、
前
記
施
設
と
運
動
公
園
、

　

各
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
施
設
予
約
受
付

　

も
行
い
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
８

５７

※
な
お
、
役
場
敷
地
内
施
設
へ
の
電

　

話
が
、
一
時
不
通
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

家
屋
を
建
て
た
ら
連
絡
を

問
税
務
課　
　
　

�（　
）４
１
２
３

５７

　

住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・
車

庫
・
物
置
な
ど
を
新
築
ま
た
は
増
築

し
た
方
で
、
ま
だ
税
務
課
の
家
屋
調

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
の
う
え
、
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
が
遅
れ
る
と
、

固
定
資
産
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

に
な
っ
た
り
、
評
価
証
明
の
発
行
が

遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
も
法
務
局
や
税
務

課
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
居
住
用
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
土
地
の
税
額
が
上
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

問
税
務
課　
　
　

�（　
）４
１
２
１

５７

　

住
民
課　
　
　

�（　
）４
１
３
６

５７

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
な
ど

で
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
は
、

来
年
１
月
末
頃「
口
座
振
替
領
収
済

通
知
書
」を
郵
送
す
る
予
定
で
す
が
、

年
末
調
整
な
ど
で
事
前
に
必
要
な
方

は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通

徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
な
ど
で
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
も
、来
年

１
月
末
頃「
口
座
振
替
領
収
済
通
知

書
」を
郵
送
す
る
予
定
で
す
が
、
年

末
調
整
な
ど
で
事
前
に
必
要
な
方
は

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ご
来
庁
の
際
は
、「
納
税（
納
入
）通

　

知
書
」
と
「
身
分
を
証
明
す
る
も

　

の
」（
運
転
免
許
証
、保
険
証
な
ど
）

　

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

下
水
道
使
用
料
と
農
業
集
落
排
水
使
用
料

問
上
下
水
道
課　

�（　
）４
１
４
６

５７

　

産
業
課　
　
　

�（　
）４
１
５
２

５７

　

井
戸
水
を
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
使
用
料

は
、
使
用
人
数
１
人
に
つ
き
１
カ
月

６
�
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
を
始
め
て
か
ら
ご
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

次
の
よ
う
な
と
き

は
、
使
用
料
を
算
定
す
る
基
準
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

＊
新
し
く
上
水
道
を
使
用
す
る
と
き

お知らせ

お知らせ

（9）

４月～９月の 
情報公開請求状況

１１件請求の件数

６件公開の件数

１件部分公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件非公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

４件公文書不存在件数

０件（うち不服申立ての件数）

※ 情報公開制度については、
    町ホームページで



介
護
保
険
認
定
調
査
嘱
託
員
の
募
集

問
健
康
福
祉
課　

�（　
）４
１
７
３

５７

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
申
請
を

さ
れ
た
方
の
訪
問
調
査
を
行
う
嘱
託

員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数　

１
人

勤
務
日　

月
〜
金
ま
で
の
月　

日
間

１６

　
　
　
　
（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
１５

委
嘱
期
間　
　

年
４
月
１
日
〜

２４

　
　
　
　
　

１
年
間
（
延
長
あ
り
）

そ
の
他　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
す
。

試
験
日　
　

年
１
月　

日（
火
）

２４

２４

試
験
内
容　

作
文
と
面
接

試
験
場
所　

野
木
町
役
場

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

３７

降
に
生
れ
、
次
の
資
格
の
ど
れ
か
を
持

っ
て
い
る
、
健
康
で
意
欲
の
あ
る
方

　

○
保
健
師

　

○
看
護
師
・
准
看
護
師

　

○
介
護
福
祉
士

　

○
介
護
支
援
専
門
員

申
込
受
付　
　

月　

日
〜　

月　

日

１１

１５

１２

２２

　
（
土
日
祝
日
除
く
）申
込
書
と
市
販

　

の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
健
康

　

福
祉
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
当

　

日
消
印
有
効
）。
申
込
用
紙
は
健

　

康
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

　

す
。

参
加
者
募
集

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

〜
毎
日
の
食
事
で
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！
〜

問
健
康
福
祉
課　

�（　
）４
１
７
１

５７

　

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編
を

開
催
し
ま
す
。
か
ら
だ
が
ス
ッ
キ
リ

で
き
る
食
生
活
の
話
や
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
実
習
な
ど
、
毎
日
の
食
事

で
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１１

２５

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

会　

場　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
者

内　

容　

講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習

　
　
　
　
（
試
食
２
品
程
度
）

持
っ
て
く
る
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ

　
　
　
　

ン
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具
、

　
　
　
　

お
手
ふ
き

申　

込　
　

月
１
日
〜　

日
、
健
康

１１

１５

　
　
　
　

福
祉
課
に
電
話
ま
た
は
来

　
　
　
　

所
（
先
着　

名
、
定
員
に

１５

　
　
　
　

な
り
次
第
締
切
）。

　

月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

１１

あ
な
た
の
心
、
元
気
で
す
か　
??

野
木
町
こ
こ
ろ
の
相
談

問
健
康
福
祉
課　

�（　
）４
１
７
２

５７

　
「
眠
れ
な
い
」「
や
る
気
が
で
な
い
」

「
ぼ
ー
と
し
た
感
じ
が
と
れ
な
い
」

「
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」「
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
」な
ど
、こ
こ
ろ
の
悩

み
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
に
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一

度
ゆ
っ
く
り
お
話
を
し
て
ご
自
身
の

こ
こ
ろ
を
休
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

日　

程　
　

月　

日
・　

月　

日
・

１１

１９

１２

１７

　
　
　

年
１
月　

日
・
２
月　

日
・

２４

２１

２５

　
　
　
　

３
月　

日
（
全
土
曜
日
）

１７

　
　
　

※　

月
の
日
程
が
変
更
に
な

１１

　
　
　
　

り
ま
し
た
。

時　

間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
無
料
・
予
約
制

※
一
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ

　

い
※
相
談
は
一
回
二
人
ま
で
、
一
人
あ

　

た
り
一
時
間
程
度
（
予
定
）

　

月
４
日
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

１２子
ど
も
た
ち
の
演
劇
を
上
演

問
野
木
町
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

　
（
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

�（　
）１
２
３
１

２３

　
　

月
４
日
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催

１２
さ
れ
る
、
青
年
劇
場
「
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
商
店
街
」
公
演
前
に
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る　

分
程
度
の
演
劇
を
上

１５

演
し
ま
す
。
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
本
番
に
向
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
観

覧
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
上
演

は
、
町
と
野

木
町
未
来

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行

委
員
会
が

協
働
で
実
施
す
る
、「
も
う
ひ
と
つ
の

 
楽
校 
づ
く
り
協
働
事
業
」
の
第
１
弾

が
っ
こ
う

で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
文
化

芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町

の
様
々
な
魅
力
に
着
目
し
、
花
と
煉

瓦
と
緑
豊
か
な
地
域
文
化
を
学
び
合

い
、
演
劇
を
核
に
子
ど
も
た
ち
を
支

援
し
な
が
ら
野
木
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
７
月　

日
開

３０

講
し
ま
し
た
。

お知らせ

（10）



パ
フ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

野
木
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言 
宣
言
文（
案
）

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
２

５７

　

町
で
は
、　

年
３
月　

日
、
内
閣

２４

２４

府
と
の
共
催
事
業
と
し
て
「
男
女
共

同
参
画
都
市
賞
言
記
念
式
典
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

町
は
既
に
３
月
、
野
木
町
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、「
男
女
と

も
い
き
い
き
活
躍
で
き
る
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、「
野

木
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を

行
う
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１１

３０

宣
言
文（
案
）閲
覧
方
法

　

生
活
環
境
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
の
提
出
方
法

　

書
面
で
窓
口
へ
お
持
ち
い
た
だ

　

く
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　

e
‐
m
a
i
l
で
生
活
環
境
課
へ

※
生
活
環
境
課
窓
口
で
の
閲
覧
と
意

　

見
受
理
は
、
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

　

後
５
時　

分
（
土
日
祝
日
と
役
場

１５

　

閉
庁
日
除
く
）

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
…

　

そ
の
概
要
を
、
ご
意
見
に
対
す
る

　

町
の
考
え
方
と
合
わ
せ
て
公
表
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人

権

講

演

会

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
２

５７

　

人
権
週
間
（　

月
４
日
〜　

日
）

１２

１０

に
ち
な
ん
で
、
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
人
権

問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
権
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１１

２８

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場　

所　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

講　

師　
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　

事
務
局
長  
大
野  
寿
子  
さ
ん

演　

題

「
夢
に
向
か
っ
て
一
緒
に
走
ろ
う
」

定　

員　

１
０
０
名

　

年
度
野
木
町
役
場

２２地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
取
組
結
果

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
４
９

５７

　

野
木
町
役
場
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、　

年
度

２１

か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は　

年
度

１９

を
基
準
と
し
て
８
・　

％
を
削
減
し

２４

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
庁
舎
内
の
冷
暖
房
、
照

明
や
事
務
機
器
の
適
正
な
使
用
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・
Ｂ
Ｄ
Ｆ
車
の
導
入

に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
更
な
る

削
減
に
努
め
ま
す
。

手
作
り
の
素
朴
な
お
い
し
さ

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
課　
　
　

�（　
）４
１
７
４

５７

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

使
っ
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、
翌

年
の
秋
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌

が
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

時

【
１
回
目
】

　
　

月
７
日
〜
９
日

１２

　

午
前
９
時
〜
（
６
日
に
下
準
備
）

【
２
回
目
】

　
　

月　

日
〜　

日

１２

１４

１６

　

午
前
９
時
〜
（　

日
に
下
準
備
）

１３

場　

所　

町
農
産
物
加
工
施
設

　
　
　
　

友
沼
４
９
５
２
‐
１

対
象
者　

町
在
住
で
、
３
日
間
参
加

　
　
　
　

で
き
る
方

定　

員　

各
回
と
も
先
着　

名
１０

参
加
費　

５
０
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

　
　
　
　

巾
・
白
タ
オ
ル
６
枚
・
長
靴

　
　
　
　
（
き
れ
い
に
洗
っ
た
も
の
）

主　

催　

町
・
小
山
農
業
協
同
組
合

申
込
方
法　
　

月　

日
〜　

日
、
参

１１

１４

１８

加
費
を
添
え
て
ご
本
人
が
産
業
課
へ
。

申
し
込
み
の
際
に
詳
し
い
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。

〜
米
消
費
拡
大
事
業
〜

ミ
ル
ク
レ
ー
プ
の
米
粉
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
教
室

問
産
業
課　
　
　

�（　
）４
１
７
４

５７

　

米
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
・
食
育

へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、
ミ
ル
ク
レ

ー
プ
の
米
粉
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
教

室
を
開
催
し
ま
す（
国
産
米
１
０
０
％

使
用
）。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１２

２２

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

場　

所　

町
公
民
館
調
理
室

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

講　

師　

日
の
本
穀
粉（
株
）

持
っ
て
く
る
物

　
　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　
　
　
　
　

ふ
き
ん

申
込
方
法　
　

月　

日
〜　

日
に
参

１１

２８

３０

　
　
　
　
　

加
費
を
添
え
産
業
課
へ

お知らせ
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「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
ら
り
館
」　

�（　
）１
２
３
１

２３

展

示

館

オ

ー

プ

ン

　

隣
接
す
る
煉
瓦
倉
庫
が
、
展
示
館

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
絵
や
写
真
が
展
示
で
き
ま
す
の

で
、「
き
ら
り
館
」
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

普
段
は
、
町
の
観
光
な
ど
の
パ
ネ

ル
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
き
ら
り
館
で
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を　

月
１
日
か
ら
開
始
し

１１

ま
す
。

　

町
内
外
の
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
町
内
の
散
策
や
観
光

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

　

晩
秋
の
紅
葉
と
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
、
県
内
の

山
を
き
れ
い
に

す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
キ
ン
グ
に
、

一
緒
に
行
き
ま

せ
ん
か
�

日　

時　
　

月　

日（
日
）小
雨
決
行

１１

２０

　
　
　
　

午
前
８
時
野
木
町
役
場
集
合
出
発

場　

所　

大
平
山

コ
ー
ス　

１
コ
ー
ス
（
３
時
間
）

　
　
　
　

２
コ
ー
ス
（
３
・
５
時
間
）

　
　
　
　

３
コ
ー
ス
（
４
時
間
）

　
　
　
　

４
コ
ー
ス
（
４
・
５
時
間
）

申　

込　
　

月
１
日
〜　

日
、
き
ら

１１

１０

　
　
　
　

り
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話

　
　
　
　

�（　
）１
２
３
２

２３

　
　
　
　

�kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

募
集
人
員　
　

名（
先
着
順
）

２０

交
通
手
段　

マ
イ
カ
ー（
相
乗
り
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料
含

　
　
　
　

む
・
当
日
徴
収
）

※
飲
み
物
と
作
業
用
手
袋
は
各
自
持

　

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

栃
木
県
労
働
者
山
岳
連
盟

　
　
　
　

野
木
山
想
会

後　

援　

き
ら
り
館

�
昔
遊
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

だ
れ
で
も
乗
れ
る
竹
馬        

「 
竹
幼
馬 
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
�

ち
く
よ
う
ば

　

昔
遊
び
を
楽
習
、
伝
承
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
親
子
を
募
集
し
ま
す
�

　

竹
を
使
っ
た
子
ど
も
向
け
の
玩
具

「 
竹
幼
馬 
」
は
、

ち
く
よ
う
ば

空
き
缶
を
使

っ
た「
ポ
ッ
ク

リ
」を
ヒ
ン
ト

に
し
た
、
だ

れ
で
も
乗
れ

る
竹
馬
。
自

前
の
竹
馬
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　

所　

き
ら
り
館

講　

師　
「
と
ち 
木 
の
会
」事
務
局
長

　゙

　
　
　
　

高
橋   
璋
暹   
さ
ん

あ
き
の
り

申　

込　
　

月
５
日
〜　

日
、
き
ら
り

１１

２２

　
　
　
　

館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
・

　
　
　
　

�（　
）１
２
３
２

２３

　
　
　
　

�kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

募
集
人
員　
　

名
程
度
（
先
着
順
）

２０

※
親
子
で
の
参
加
可
（
子
ど
も
は
小

　

１
以
上
）

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト

　
　
　
　

の
材
料
費
・
当
日
徴
収
）

主　

催　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

お知らせ

（12）



平
成　

年
度

２４

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
�（　
）４
１
８
２

５７

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
の
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま

す
（
応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿
に
登
録

し
て
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の
う
え
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
採
用
し
ま
す
）。

仕
事
の
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
学

　
　
　
　
　
　

習
指
導
と
生
活
支
援

賃　
　

金　

時
給
１
０
２
０
円
（
年

　
　
　
　
　

額
４
万
円
の
割
増
有
り
）

採
用
期
間　

１
年
間

勤
務
時
間　

１
日
５
時
間
、
年
間
千

　
　
　
　
　

時
間
を
上
限
と
す
る

　
　
　
　
　
（
原
則
月
〜
金
曜
日
勤
務
）

応
募
資
格　

教
員
免
許
所
有
者
ま
た

　
　
　
　
　

は
採
用
時
点
で
の
取
得

　
　
　
　
　

予
定
者

受
付
期
間　
　

月　

日
〜　

月　

日

１１

２１

１２

１６

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

提
出
書
類　

①
履
歴
書
（
指
定
の
も

　
　
　
　
　
　

の
に
写
真
を
添
付
）

              　

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　
　
　
　
　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
　
　
　
　

②
教
員
免
許
状
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

免
許
状
授
与
見
込
証

　
　
　
　
　
　

明
書
の
写
し

平
成　

年
成
人
式

２４

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
８

５７

　

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
町
外
に
住
所
を
移

さ
れ
て
い
る
方
が
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、　

月
１
日
ま
で
に
ご
連
絡

１２

く
だ
さ
い
（
連
絡
が
遅
れ
て
も
参
加

で
き
ま
す
）。

日　

時　

１
月
８
日（
日
）

　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時　

分
〜
）

２０

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内　

容　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
な
ど

対　

象　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

　
　
　
　

成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
　
　
　

れ
た
町
在
住
の
方
と
本
町

　
　
　
　

出
身
の
方

※
案
内
状
は
、　

月
上
旬
に
届
く
よ

１２

　

う
発
送
し
ま
す
。

　
　

月
か
ら

１０
「
子
ど
も
手
当
」
が
変
わ
り
ま
し
た

               
申
請
を
お
忘
れ
な
く
�

問
住
民
課
�（　
）４
１
４
１

５７

　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
（
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
た
方
も
申
請
が
必
要
で

す
）。
支
給
対
象
の
方
に
は
、
通
知

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
中
学
生
ま
で

（　

歳
到
達
後
最
初
の
３
月　

日
ま

１５

３１

で
）
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、

申
請
を
お
忘
れ
な
く
�
。

　
　

月
分
か
ら
の
支
給
額
は
次
の
よ

１０
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

【
手
当
の
月
額
】

（　

月
分
〜　

年
３
月
分
）

１０

２４

　

・
０
歳
〜
３
歳
未
満

　
　

１
万
５
千
円
（
一
律
）

　

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前 

　
　

１
万
円（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

　

・
中
学
生

　
　

１
万
円
（
一
律
）

※　

月
〜
１
月
分
の
手
当
は　

年
２

１０

２４

　

月
、
２
月
・
３
月
分
の
手
当
は　
２４

　

年
６
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

健
康
教
室
を
実
施
し
ま
す

問
住
民
課　
　
　

�（　
）４
１
４
２

５７

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
、
健
康
教
室（
ダ

イ
エ
ッ
ト
教
室
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
な
食
事
や
運
動
を
し
て
い
る

の
に
体
重
が
気
に
な
っ
た
り
、『
メ
タ

ボ
っ
て
何
？
』
と
疑
問
を
持
ち
な
が

ら
も
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
疑
問
や
不
安
に
答
え
、
実

践
を
ま
じ
え
健
康
に
生
活
す
る
基
礎

知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
正
し
い
食
生
活

や
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１２

１６

　
　
　
　

１
月　

日（
月
）

１６

※
両
日
と
も
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

※
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
（
午
前
８

　

時　

分
発
、
午
後
５
時
着
予
定
）

３０

対　

象　
　

歳
以
上
の
野
木
町
国
民

３０

　
　
　
　

健
康
保
険
加
入
者

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

会　

場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森（
宇
都
宮
市
）

内　

容　

○
保
健
指
導
（
体
調
チ
ェ

　
　
　
　
　

ッ
ク
・
血
圧
測
定
含
む
）

　
　
　
　

○
食
事
指
導

　
　
　
　

○
運
動
指
導（
講
話
と
実
践
）

費　

用　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
・
当
日
徴
収
）

用
意
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る
服

　
　
　
　

装
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・

　
　
　
　

タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・
生

　
　
　
　

活
習
慣
病
健
診
結
果
票

申　

込　
　

月　

日
〜　

日
、
住
民

１１

１０

１８

　
　
　
　

課
へ
電
話
ま
た
は
来
庁

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）。

お知らせ
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　

�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）
で
は
、
将
来
陸

上
自
衛
隊
で
、
高
機
能
化
す
る
装
備

品
・
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
・
運
用
す
る

要
員
を
養
成
す
る
た
め
、
各
種
技
術

の
専
門
教
育
と
と
も
に
、
高
等
学
校

普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

生
徒
の
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務

員
で
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

中
学
卒
業
者
（
見
込
み

　
　
　
　
　

を
含
む
）
で　

歳
未
満

１７

　
　
　
　
　

の
方
（　

年
４
月
１
日

２４

　
　
　
　
　

現
在
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

問
栃
木
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木
支
部
内
）

 
�
０
２
８
２（　

）０
２
５
４

２３

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
被
害
に
遭
い
、
警
察
署
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う
し

て
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不
満

を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立

て
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
秘

密
も
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た　

人
の
審
査
員
が
、
検
察
官

１１

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の

当
否
を
審
査
し
ま
す
。

県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
祭
）

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

�
０
２
８
５（　

）３
３
３
０

３８

　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
品
流
通
の
拠
点
市
場

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

日
頃
の
ご
利
用
に
感
謝
し
「
市
場

祭
り
（
感
謝
市
）」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２７

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
１
時

会　

場　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　
　
　
　
（
国
道　

号
沿
い
）

５０

内　

容

　

○
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

　
　

連
商
品
の
展
示
販
売

　

○
野
菜
・
果
物
・
生
花
・
鉢
物
の

　
　

模
擬
せ
り

　

○
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

　

○
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

　
　

設
で
の
処
理
品
の
無
料
配
布

　

○
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

　

○
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、

　
　

り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

　

○
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ

　
　

ッ
ポ
焼
き
な
ど
の
各
種
売
店
な
ど

お知らせ

問
政
策
課　
　
　

�（　
）４
１
３
３

５７

一　般推　薦

１１月１日～２４年１月６日　１１月１日～１２月１６日受付期間

約２６０名約６０名採用予定数

平成２４年１月１４日（土）
平成２４年１月７日～９日
までの間の指定する１日

試験期日

※推薦と一般の併願可能

（14）

　
「
み
ん
な
の
広
場
」、　

月
は
特
に

１１

テ
ー
マ
を
設
け
な
い
フ
リ
ー
ト
ー
ク

の
月
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１１

２１

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

会　

場　

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

申
込
不
要　

当
日
、
会
場
で
記
名　

※
「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
住
民
の

　

皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

　

様
々
な
こ
と
を
語
り
合
い
、
今
後

　

の
町
政
に
活
か
し
て
い
く
た
め
実

　

施
し
て
い
ま
す
。

� ��������

�������	
���



　

月
９
日（
水
）〜　

日（
火
）

１１

１５

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問
総
務
課　
　
　

�（　
）４
１
２
８

５７

消
し
た
は
ず 
決
め
つ
け
な
い
で  
も
う
一
度

（
２
０
１
１
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
意

識
を
一
層
高
め
、
家
庭
や
地
域
か
ら

の
火
災
発
生
を
防
止
し
、
犠
牲
者
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
本
部
管
内
で
、
昨
年
１
年
間

に
発
生
し
た
火
災
に
よ
る
死
者
は
４

人
で
、
火
災
件
数
は　

件
で
す
。
出

４７

火
原
因
の
１
位
は
「
放
火
及
び
放
火

の
疑
い
（　

件
）」、
２
位
は
「
た
ば

１６

こ
（
５
件
）」、
３
位
は
「
こ
ん
ろ

（
２
件
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
期
間
中
の
実
施
事
項
）

○
消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
サ
イ
レ

　

ン
吹
鳴（
午
後
７
時
に　

秒
鳴
ら

１５

　

し
、６
秒
停
止
を
３
回
繰
り
返
し
）

○
消
防
職
員
が
訪
問
し
、
防
火
パ
ン
フ
レ

　

ッ
ト
を
配
布
し
て
防
火
呼
び
か
け

○
野
木
分
署
・
消
防
団
の
車
両
に
よ

　

る
管
内
巡
回
広
報
活
動

○ 
事
業
所
に
対
す
る
特
別
査
察
な
ど

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　

�
０
２
８
５（　

）３
１
５
６

２１

　

管
内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

を
開
催
し
ま
す
。
お
子
様
の
力
作
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月
８
日
〜　

日

１１

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

会　

場　

ま
ち
か
ど
美
術
館（
小
山
市
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　

�
０
２
８
５（　

）３
１
５
６

２１

　
　

年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住

２１
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
「
寝
室
」
で
す
（
※

煙
感
知
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
階
段

に
も
設
置
し
ま
す
。

� 
奏
功
事
例

　

仏
壇
に
立
て
た
線
香
が
倒
れ
、
仏

壇
下
の
座
布
団
に
落
下
し
出
火
。

　

家
人
は
外
出
し
て
い
た
た
め
、
換

気
口
か
ら
の
白
煙
と
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
鳴
動
に
付
近
住
民
が
気
付
く
、

１
１
９
番
通
報
。
早
期
発
見
で
あ
っ

た
た
め
大
事
に
至
ら
ず
。

� 
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　

消
防
署
・
役
場
が
、
各
家
庭
へ
出

向
し
て
訪
問
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〔
悪
質
な
訪
問
販
売
の
例
〕

　

○「
消
防
署（
ま
た
は
役
場
）か
ら
来

　
　

ま
し
た
。」と
嘘
を
つ
く
。

　

○
強
引
に
部
屋
に
押
し
入
っ
て
点

　
　

検
の
ふ
り
を
し
て
売
り
つ
け
る
。

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署

�
０
２
８
５（　

）３
１
６
４

２１

　

野
木
分
署　
　

�（　
）１
１
１
９

５７

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

２６

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

午
後
６
時　

分
３０

　
　
　
　
（
受
付
時
間
午
前
９
時
）

場　

所　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
小
山
市
東
城
南
４
‐
１
‐　

）
１３

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

申　

込　
　

月
１
日
〜　

日
、
問
い

１１

１８

　
　
　
　

合
わ
せ
先
へ
。
定
員
に
な

　
　
　
　

り
次
第
締
切
。

用
意
す
る
も
の　

活
動
し
や
す
い
服

　
　
　
　

装
・
筆
記
用
具

※
受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト
配
布
。

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

小
山
広
域
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
よ
り

ご
み
搬
入
日
の
変
更

問
小
山
広
域
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
８
５（　

）３
１
９
４

２４

　

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

第
２
・
第
４
土
曜
日
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
直
接
搬
入
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
が
、　

月　

日（
日
）、当
セ
ン

１１

１３

タ
ー
を
会
場
に
「
お
や
ま
エ
コ
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０
１
１
｣
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
前
日
の　

日
（
第
２

１２

土
曜
日
）
は
搬
入
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
（
会
場
準
備
の
た
め
）。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
代
替
日
を
次
の

と
お
り
設
け
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
×
通
常
開
場
日　
　

月　

日
（
第
２

１１

１２

　

土
曜
日
）
…
搬
入
で
き
ま
せ
ん

↓

○
臨
時
代
替
日　
　

月 
５
日
（
第
１

１１

　

土
曜
日
）
…
搬
入
で
き
ま
す

お知らせ

（15）



平
成　

年
分

２３

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

問
栃
木
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

�
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

※
自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
お
選

　

び
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
決
算
書

の
作
成
方
法
や
作
成
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料

は
、
当
日
、
会
場
で
配
付
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
税
務
署
職
員
ま
た
は
税

務
署
が
依
頼
し
た
税
理
士
が
行
い
ま

す
。

　

ご
不
明
の
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
分

２３年
末
調
整
説
明
会

問
栃
木
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

�
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

　

税
務
署
で
は
、
平
成　

年
分
年
末

２３

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
の
公
聴
会

問【
県
】都
市
計
画
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

都
市
計
画
の
構
想
の
名
称

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
道
路
の
変
更

対
象
と
な
る
区
域

　

野
木
町
大
字
野
渡
字
三
軒
在
家
、

　

大
字
若
林
字
北
田
の
各
一
部

　

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧

　�
縦
覧
期
間

　
　

月
１
日
〜　

日

１１

１５

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

�
縦
覧
場
所

　

県
都
市
計
画
課
（
県
庁　

階
）

１４

　

栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

　

野
木
町
都
市
整
備
課

　

公　
　

聴　
　

会

　�
日　

時

　
　

月
８
日（
木
）午
後
７
時
〜

１２
�
場　

所

　

小
山
市
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
し
ら
さ
ぎ
館
）
２
階
研
修
室
２

�
そ
の
他

　

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
場
合

　

は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
申
出
書

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
は
、

　

公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

お知らせ

（16）

対象地区会　場開催時間開催日対象者

小山市
野木町

小山市立中央公民館
第 1研修室

所在地：小山市中央町１-１-１
（小山市役所隣
 小山市中央市民会館内）

午後
２時～４時

１２月１日
(木 )

営業所得
のある方

栃木市
下野市
壬生町
岩舟町

栃木市文化会館
小ホール

所在地 : 栃木市旭町１２-１６

午後
２時～４時

１２月６日
(火 )

全市町
午前
１０時～正午

１２月６日
( 火 )

農業所得
のある方

※ １ 対象地区以外の会場にもご出席いただけます。
    ２ 各会場は、駐車場が狭いため、車でのご来場はご遠慮くださ
        い。
    ３ 不動産所得のある方の説明会の開催予定はありませんが、適
        宜上記のいずれかの説明会にご出席いただけます。

会　場日　時対 象 者

栃木市文化会館
大ホール

（栃木市旭町１２-１６）

午前１０時～
午前１１ 時４５ 分

１１月１７日（木）

栃木市
岩舟町
壬生町

を納税地とする
源泉徴収義務者

午後２時 ～
午後３時４５分

小山文化センター
大ホール

（小山市中央町１-１-
１）

午前１０時～
午前１１ 時４５ 分

１１月１８日（金）

小山市
下野市
野木町

を納税地とする
源泉徴収義務者

午後２時～
午後３時４５分



栃
木
特
別
支
援
学
校（
知
的
障
が
い
）

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」「
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」

問
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

�
０
２
８
２（　

）７
５
７
５

２４

　

栃
木
特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
が

い
）
で
は
「
し
ら
さ
ぎ
祭
」「
伸
び
ゆ

く
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
小
学
部
児
童
に
よ
る
演
技

発
表
、
中
学
部
・
高
等
部
生
徒
に
よ

る
作
業
製
品
の
即
売
や
模
擬
店
を
行

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

１９

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

午
後
２
時　

分
３０

　
　
　
　
（
公
開
時
間
）

場　

所　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３

※
「
し
ら
さ
ぎ
祭
」
を
お
手
伝
い
い

　

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

足
利
特
別
支
援
学
校
（
病
弱
）

第
３
回
学
校
見
学
会

問
県
立
足
利
特
別
支
援
学
校

�
０
２
８
４（　

）１
１
１
０

９１

　

足
利
特
別
支
援
学
校
（
病
弱
）
で

は
、
学
校
見
学
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
お
知

り
に
な
り
た
い
方
や
、
入
学
を
希
望

さ
れ
る
方
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日　

時

　
【
高
等
部
】　

月
９
日（
水
）

１１

　
【
小
・
中
学
部

】　

月　

日（
木
）

１１

１０

　
　

※
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

　
　
　
（
両
日
と
も
）

会　

場　

県
立
足
利
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
（
足
利
市
大
沼
田
町
）

　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１問
こ
ど
も
教
育
課
�（　
）４
１
８
３

５７

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
早
急
に

解
決
す
べ
き
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

１
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ

　

ず
連
絡
（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

２
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い
訳

　
（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

　
（
あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
か
ら
即

　

実
行
）

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

５
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

　

り
う
る（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

児
童
養
護
施
設

キ
ラ
リ
の
舎
「
ア
リ
ス
と
テ
レ
ス
」

　
　
　
　
　

年
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

２４

問【
県
】保
健
福
祉
部
こ
ど
も
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
０
６
１

　
【
法
人
】
社
会
福
祉
法
人
延
寿
会

　

�（　
）２
２
５
６

５７

　
【
町
】
こ
ど
も
教
育
課

�（　
）４
１
８
３

５７

　
　

年
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け

２４
て
児
童
養
護
施
設
キ
ラ
リ
の
舎
「
ア

リ
ス
と
テ
レ
ス
」
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
、
県
内
に
は　

か
所

１０

の
児
童
養
護
施
設
が
あ
り
、
本
施
設

は　

番
目
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

１１

児
童
養
護
施
設
と
は

　

児
童
福
祉
法
第　

条
に
規
定
す
る

４１

児
童
福
祉
施
設
の
一
つ
で
、
栃
木
県

内
の
保
護
者
の
な
い
児
童
、
虐
待
さ

れ
て
い
る
児
童
そ
の
他
環
境
上
養
護

を
要
す
る
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ

れ
を
養
護
し
、
あ
わ
せ
て
退
所
し
た

者
に
対
す
る
相
談
そ
の
他
の
自
立
の

た
め
の
援
助
を
目
的
と
す
る
施
設
で

す
。
児
童
相
談
所
長
の
判
断
で
、
入

所
を
決
定
し
ま
す
。

施

設

の

概

要

設
置
運
営　

社
会
福
祉
法
人
延
寿
会

場　
　

所　

野
木
町
南
赤
塚
１
２
１
９
‐
３

　
　
　
　
　
（
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
荘
」
隣
）

入
所
定
員　
　

人
３６

　
　
　
　
　
（
小
規
模
ケ
ア：

６
名

　
　
　
　
　
  
で
１
ユ
ニ
ッ
ト
×
６

　
　
　
　
　
  
ユ
ニ
ッ
ト
）

通
学
区　

南
赤
塚
小
学
校

　
　
　
　

野
木
中
学
校

運
営
理
念

○
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

　

自
立
を
支
援
す
る
『
も
う
ひ
と
つ

　

の
家
族
』

○
家
族
と
と
も
に
子
育
て

○
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

お知らせ

（17）

�



渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
観
察
会

問
渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
資
料
館

　
　
　

�
０
２
８
２（　

）５
５
５
８

６２

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
こ
れ
ま
で
に

２
５
２ 
種
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ
、
食

物
連
鎖
の
頂
点
に
い
る
ワ
シ
タ
カ
類

の
越
冬
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
野
鳥
フ
ァ
ン
が

写
真
撮
影
や
観
察
を
楽
し
む
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ

ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
で
は
、
渡
良
瀬

遊
水
地
環
境
学
習
講
座
の
一
環
と
し

て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
と
そ
こ
に
生
息

す
る
野
鳥
に
つ
い
て
の
関
心
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

野
鳥
観
察
会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
３
日（
土
）

１２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

※
８
時　

分
〜
受
付
開
始

３０

※
雨
天
の
場
合
、
栃
木
市
藤
岡
遊
水

　

地
会
館
で
講
話

場　

所　

渡
良
瀬
遊
水
地　

史
跡
保

　
　
　
　

全
ゾ
ー
ン
と
谷
中
湖
周
辺

※
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
前
広
場
集
合

講　

師　

一
色  
安
義  
先
生

（
渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
観
察
会
会
長
・

『
渡
良
瀬
遊
水
地
の
野
鳥
図
鑑
』
監
修
）

他 
渡
良
瀬
遊
水
地
野
鳥
観
察
会
会
員

参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す

募
集
人
員　
　

名
６０

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、

１１

２５

　
　
　
　

電
話
ま
た
は
ｅ
‐
m
a
i
l

　
　
　

　
　
　
　

で
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

主　

催　
（
財
）渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク

　
　
　
　

リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

協　

賛　

栃
木
市
・
小
山
市
・

　
　
　
　

加
須
市
・
古
河
市
・

　
　
　
　

野
木
町
・
板
倉
町
・

　
　
　
　

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

 

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
。労
働
保
険
。

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

　

月
１
日
〜　

日

１１

３０

問
栃
木
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

�
０
２
８
２（　

）７
７
６
６

２４

　

小
山
公
共
職
業
安
定
所

�
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

「
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）」の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
の
封
筒
に
広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か
？

問
総
務
課　
　
　

�（　
）４
１
１
９

５７

　

こ
ど
も
教
育
課
�（　
）４
１
８
２

５７

　

町
と
町
教
育
委
員
会
で
は
、
公
用

封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
ま
た
は

広
告
入
り
封
筒
の
寄
附
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

長
３
封
筒
裏
面

　

枠
サ
イ
ズ
縦
３
㎝
×
横　

㎝
程
度
、

１０

　

最
大
４
枠
、
１
色
刷
り 

※
審
査
の
結
果
、
掲
載
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ご
覧
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

お知らせ

（18）

人  
権  
標  
語

あ
た
た
か
い　

み
ん
な
で
つ
な
い
だ　

や
さ
し
い
心

野
木
小
学
校　
 
田
村 　

た

む

ら

 
菜  
美 

な 

み

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

22

工
事
の
お
知
ら
せ

問
上
下
水
道
課　

�（　
）４
１
９
４

５７

  水道工事
  １月中旬まで

【
�w

trs@
nyc.odn.ne.jp

】



お知らせ
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�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、　

月
〜　

月
を
「
市
町
村

１１

１２

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木

県
と
の
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
に
徴

収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
� 

　

野
木
町
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、
差
し
押
さ
え
財
産

な
ど
の
調
査
、
滞
納
者
の
住
居
や
事

業
所
の
訪
問
・
捜
索
、
自
動
車
な
ど

の
財
産
の
滞
納
処
分（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ

う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

���
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

納
税
相
談　

町
税
な
ど
を
納
期
限
内

に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自

宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査　

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い

て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を

行
い
ま
す
。

給
与
調
査　

滞
納
者
の
給
与
を
差
し

押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分　

不
動
産
・
預
貯
金
や
生

命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差

し
押
さ
え
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立

て
を
行
い
ま
す
。

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。
　

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横 ８５㎜×縦４０㎜）  ８,０００円／月

　

　※ この記事のサイズが「半段枠」です。
　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。
　

問政策課�（５７）４１３３　

町ホームページに掲載するバナー広告を募集します。
　

　１枠当たり：７，０００円／月
　　天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、
　　　　　　　容量８KB以内、形式GIF・JPEG
　

　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。

問政策課�（５７）４１３３　

����������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

問
税
務
課
�（　
）４
１
２
４
・
４
１
４
４

５７



特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
７
７

５７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
初
心
者
対
象
パ

ソ
コ
ン
相
談
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１１

１０

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　
　

月　

日（
土
）

１１

１９

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　

町
公
民
館
第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
掲
示
板
で
確
認
す
る
か
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

韓
国
語
（
中
級
）
教
室

問
国
際
交
流
協
会　

堀
越

　

�
０
９
０（
３
８
１
５
）２
４
１
２

　

会
話
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月　

日
、　

日
、

１１

１２

２６

　
　
　
　
　

月
３
日
（
各
土
曜
日
）

１２

（　

日
）
午
前　

時　

分
〜
正
午

１２

１０

３０

（　

・
３
日
）

２６
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

外
国
人
講
師

　
　
　
　
（
白 

大
学
留
学
生
）

定　

員　

先
着
６
名

対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の
在
住
者

受
講
料　

３
０
０
円

申　

込　
　

月
７
日
〜　

日
、
受
講

１１

１０

　
　
　
　

料
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
講
座

あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
ま
ち
づ
く
り

〜
助
け
ら
れ
る
命
が
あ
る
〜

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
８
８

５７

　

未
曾
有
の
大
災
害
・
東
日
本
大
震

災
で
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域

の
つ
な
が
り
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
公

共
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
そ
の
操
作
方
法
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
機
器
の

操
作
や
緊
急
時
の
処
置
を
学
ぶ
こ
と

で
、
助
け
ら
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
�

日
時
・
場
所　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

定　

員　
　

名
３０

対　

象　

町
内
の
在
住
在
勤
者
（
町

　
　
　
　

外
か
ら
の
参
加
も
可
）

受
講
無
料

申　

込　
　

月
７
日
〜　

日
、
町
公

１１

２５

　
　
　
　

民
館
へ
電
話
ま
た
は
来
館

生涯学習まちづくり講座「あんぜん・あんしんまちづくり」プログラム

会　場講　師　な　どテーマ月　日

町公民館
小山消防署　野木分署
署長　村田　修氏

講話「いつ誰に何が起き
　　　るか分からない」
　　～緊急時にすべき
　　　いくつかのこと～

１２月３日（土）
10: 00 ～ 11:30

１

小山消防署
　野木分署

小山消防署
野木分署署員

普通救命講習
（ＡＥＤ講習含む）

１２月１０日（土）
9:00 ～ 12:00

２

町公民館
聖徳大学

生涯学習研究所 所長
福留　強　氏

講話「東日本大震災
　　～地域のつながり・
　　　学ぶべき教訓～」

１２月１７日（土）
10:00 ～ 11:30

３

※第２回目は小山消防署 野木分署より、講習修了証授与があります。

カルチャー
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カルチャー



町
民
大
学
「
美
コ
ー
ス
」            

美
し
き
も
の
、
こ
こ
に
あ
り

〜
美
し
さ
に
は 
理
由 
が
あ
る
〜

わ

け

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
８
８

５７

　

世
の
中
に
は
美
し
い
も
の
が
多
く

存
在
し
て
い

ま
す
。
そ
の

な
か
の
自
然
・

建
築
・
食
そ
し
て
人
生
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、
そ
の
美
し
い
魅
力
に
迫

り
ま
す
。

日
時
・
場
所　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

対　

象　

町
内
の
在
住
在
勤
者

　
　
　
　
（
町
外
か
ら
の
参
加
も
可
）

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

受
講
無
料　

第
３
回
は
個
人
負
担
あ
り

申　

込　
　

月
７
日
〜　

日
、
町
公

１１

２５

　
　
　
　

民
館
へ
電
話
ま
た
は
来
館

町
民
大
学
「
知
コ
ー
ス
」            

あ
わ
て
な
い
！
だ
ま
さ
れ
な
い
！ 

〜
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
を
学
ぶ
〜

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
８
８

５７

　

今
の
ご
時
世
、
何
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
詐
欺
な
ど
の

被
害
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

対
処
法
、
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

被
害
を
防
げ
た
り
、
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

知
恵
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
場
所　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

　
　
　
　
（
町
外
か
ら
の
参
加
も
可
）

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

受
講
無
料　

第
３
回
は
個
人
負
担
あ
り

申　

込　
　

月
７
日
〜　

日
、
町
公

１１

２５

　
　
　
　

民
館
へ
電
話
ま
た
は
来
館

町民大学「美コース」プログラム

講　師　な　どテーマ月　日

（財）渡良瀬アクリメーシ
ョン振興財団　専務理事

白井　勝二氏

自然『美』
～渡良瀬遊水地～

１２月３日（土）
14: 00 ～ 15:30

１

野木町文化財保護審議委員
　岡田　義治氏

様式『美』
～とちぎの建築～

１２月１０日（土）
14:00 ～ 15:30

２

国の重要文化財に指定され
ている煉瓦造の旧醸造場施
設を見学した後、自由にワ
イン・ビールを嗜む。

シャトーカミヤ見学
（茨城県牛久市）
ワイン・ビールを嗜む
～『美食』～

１２月２１日（水）
8:40 ～

３

サザエさんの「マスオさ
ん」、アンパンマンの「ジ
ャムおじさん」でおなじみ
の増岡　弘氏が人生を語る。

ビューティフルライフ
『増岡　弘』氏講演
～サザエさん一家は
　　幸福みつけの
　　　達人ぞろい～

１月２８日（土）
14:00 ～ 15:30

４

町民大学「知コース」プログラム

講　師　な　どテーマ月　日

日本防災士会
栃木県支部　林　洋克氏

もしも災害にあったら
～対処法と予防法～

１２月７日（水）
13:30 ～ 15:00

１

栃木県消費生活センター
もしも詐欺にあったら
～対処法と予防法～

１２月１４日（水）
13:30 ～ 15:00

２

国の重要文化財に指定され
ている煉瓦造の旧醸造場施
設を見学した後、自由にワ
イン・ビールを嗜む。

シャトーカミヤ見学
（茨城県牛久市）
ワイン・ビールを嗜む
～『美食』～

１２月２１日（水）
8:40 ～

３

サザエさんの「マスオさ
ん」、アンパンマンの「ジ
ャムおじさん」でおなじみ
の増岡　弘氏が人生を語る。

ビューティフルライフ
『増岡　弘』氏講演
～サザエさん一家は
　　幸福みつけの
　　　達人ぞろい～

１月２８日（土）
14:00 ～ 15:30

４

カルチャー
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特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

親
子
体
操
教
室

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

　

身
体
能
力
の
向
上
、
運
動
感
覚
の

養
成
を
目
的
と
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
中
心
に
楽
し
み
な
が
ら
運
動
能

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　

月　

日
、　

日
、　

日

１１

１５

２２

２９

　
　
　
　
　

月　

日
、　

日

１２

１３

２７

　
　
　
　

全
火
曜
日　

全
５
回

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

場　

所　

町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

講　

師　

日
本
幼
少
年
体
育
協
会
認
定

　
　
　
　

幼
児
体
操
指
導
者

　
　
　
　

金
久
保  
佳
子  
さ
ん

対
象
者　

２
〜
３
歳
の
お
子
様
と
保

　
　
　
　

護
者

定　

員　

親
子　

組
（
先
着
順
）

１０

参
加
料　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

の
ぎ
会
員　
　
　
 
５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　
　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
汗

　
　
　
　

ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　
　
　
　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ

　
　
　
　

ル
可
）

申　

込　
　

月
１
日
〜
、
参
加
料
を

１１

　
　
　
　

添
え
生
涯
学
習
課
へ
（
定

　
　
　
　

員
に
な
り
次
第
締
切
）

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

健
康
体
操
教
室

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

　

日
常
生
活
で
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
筋

肉
や
関
節
を
使
っ
た
運
動
を
取
り
入
れ

筋
力
ア
ッ
プ
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
改
善

し
、
生
活
機
能
を
高
め
ま
し
ょ
う
!

日　

時　
　

月　

日
、　

日

１１

１４

２８

　
　
　
　
　

月
５
日
、　

日
、　

日

１２

１２

２６

　
　
　
　

全
月
曜
日　

全
５
回

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

場　

所　

町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

講　

師　
（
財
）
日
本
体
育
協
会

　
　
　
　

運
動
指
導
認
定
員

　
　
　
　

鈴
木  
美
和  
さ
ん

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

参
加
料　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

の
ぎ
会
員　
　
　
 
５
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　
　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ

　
　
　
　

オ
ル
（
体
操
に
も
使
用
し

　
　
　
　

ま
す
の
で
汗
ふ
き
用
と
２

　
　
　
　

枚
用
意
）、
飲
み
物
、
ヨ
ガ

　
　
　
　

マ
ッ
ト
、
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス

申　

込　
　

月
１
日
〜
、
参
加
料
を

１１

　
　
　
　

添
え
生
涯
学
習
課
へ
（
定

　
　
　
　

員
に
な
り
次
第
締
切
）

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

初
心
者
・
中
級
者
向
け

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

　

こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
は
、
楽
し

さ
を
お
伝
え
し
、
ま
た
現
在
活
動
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２７

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

野
木
中
新
体
育
館

講　

師　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
公
認
指
導
員

　
　
　
　

斉
藤  
佳
晴  
さ
ん

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

３０

参
加
料　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

の
ぎ
会
員　
　
　
　
  
無　

料

　
　
　
　

非
会
員　
　
　

５
０
０
円

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
ラ
ケ

　
　
　
　

ッ
ト（
貸
出
可
）、
体
育
館
シ

　
　
　
　

ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申　

込　
　

月
１
日
〜
、
参
加
料
を

１１

　
　
　
　

添
え
生
涯
学
習
課
へ
（
定

　
　
　
　

員
に
な
り
次
第
締
切
）

第　

回
野
木
町
弓
道
選
手
権
大
会

２９
問
小
林
史
之　
　

�（　
）０
１
２
３

５６

期　

日　
　

月　

日（
日
）

１１

２０

会　

場　

町
弓
道
場

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
問
い
合

１１

１４

　
　
　
　

わ
せ
先
へ

第　

回
野
木
町
剣
道
選
手
権
大
会

３２
問
岩
崎　

統
一　

�（　
）１
２
７
４

５６

期　

日　
　

月
４
日（
日
）

１２

会　

場　

野
木
二
中
武
道
館

参
加
資
格　

町
在
住
在
勤
者

種　

目　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　
　
　
　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
　
　
　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
　
　
　

中
学
生
男
子
の
部
・
女
子
の
部

参
加
料　

１
人
２
０
０
円

申　

込　

問
い
合
わ
せ
先
へ

スポーツ
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問
町
立
図
書
館　

�（　
）２
８
１
１

５７

貸
出
カ
ー
ド
の
更
新

　

住
所
や
電
話
番
号
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

返
却
で
き
ま
す 
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　

休
館
日
・
閉
館
後
は
、
返
却
ポ
ス

ト
に
本
を
返
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・

カ
セ
ッ
ト
な
ど

は
、
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

開
館
中
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
し

て
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

　
　

月
４
日（
金
）

１１

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　

対
象
：
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

　
　

月
８
日（
火
）・　

日（
火
）・

１１

１５

　
　
　
　

日（
火
）・　

日（
火
）

２２

２９

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
手
あ
そ
び

　

対
象
：
幼
児

☆
図
書
館
職
員

　
　

月　

日（
土
）

１１

１２

　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

　

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
お
り
が
み

　

対
象
：
４
歳
く
ら
い
〜
小
学
生

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学
校
移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心
で
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

月
２
日　

南
赤
塚
小

１１
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

　

月
９
日　

友
沼
小

１１
　
　

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

５５

４０

　

月　

日　

新
橋
小

１１

１０

　
　

午
後
１
時
〜
１
時　

分
４５

　

月　

日　

野
木
小

１１

１７

　
　

午
後
１
時
５
分
〜
１
時　

分
４５

　

月　

日　

佐
川
野
小

１１

２２

　
　

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

４５

１５

新
着
図
書
案
内

�
一
般
書

○
峠
う
ど
ん
物
語　

上
・
下

（
重
松
清
）
小
説

○
無
罪　
　
　
　
　
（
藤
沢
周
）小
説

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン

（
東
山
彰
良
）
小
説

○
慈
雨
の
音　
　
　
（
宮
本
輝
）小
説

○
ジ
ョ
ブ
ズ
・
ウ
ェ
イ

（
ジ
ェ
イ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
）
経
済

○
と
ち
ぎ
の
魅
惑
の
ス
イ
ー
ツ

（
下
野
新
聞
社
）

○
可
笑
し
な
ホ
テ
ル

（
二
見
書
房
）
工
業

○
雑
草
と
楽
し
む
庭
づ
く
り

（
築
地
書
館
）
産
業

�
児
童
書

○
わ
た
し
の
ひ
か
り

（
モ
リ
ー
・
バ
ン
グ
）
絵
本

○
み
ん
な
で
せ
ん
た
く

　
（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ル
）
絵
本

○
救
命
救
急
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー

（
岩
貞
る
み
こ
）
よ
み
も
の

○
王
国
の
鍵
１
〜
３

（
ガ
ー
ス
・
ニ
ク
ス
）
よ
み
も
の

○
見
て
ご
ら
ん
！
名
画
だ
よ

（
西
村
書
店
）
芸
術

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

　

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

　

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま

　

す
。

としょかんニュース
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布
絵
本
製
作
体
験
講
座
募
集

　

図
書
館
で
は
す
べ
て
の
お
子
さ
ん

が
見
て
、
さ
わ
っ
て
楽
し
め
る
布
絵

本
を
所
蔵

し
て
い
ま

す
。
こ

の

布
絵
本
は
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方

々
の
協
力

に
よ
り
製

作
さ
れ
て

い
ま
す
。
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま

わ
り
糸
の
会
の
み
な
さ
ん
と
布
絵
本

づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１１

１０

　
　
　
　
　
　
　

日（
木
）全
２
回

２４

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

講　

師　

布
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
糸
の
会
」

作　

品　
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

参
加
費　

８
０
０
円
（
材
料
費
）

定　

員　

先
着　

名
１０

対
象
者　

町
在
住
で
全
２
回
と
も
参

　
　
　
　

加
で
き
、
布
絵
本
製
作
ボ

　
　
　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

　
　
　
　

る
方

申　

込　
　

月
１
日
〜
６
日
、
参
加

１１

　
　
　
　

費
を
添
え
図
書
館
へ

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト　

秋
の
朗
読
会

〜
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
よ
せ
て

東
北
地
方
の
お
は
な
し
〜

問
朗
読
の
会
「
の
ぎ
く
」
代
表�

滝
沢
智
津
子

�（　
）２
７
６
６

５６

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２７

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

場　

所　

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
詩
（
金
子
み
す
ゞ
・
石
川
啄
木
作

　

よ
り
）

②
「 
狼
森 
と

お
い
の
も
り 
笊
森 
・

ざ
る
も
り

 
盗
森 
」

ぬ
す
と
も
り

　

作
：
宮
澤
賢
治

③
「
し
ろ
猫
お
み
つ
」

　

作
：
斉
藤
隆
介

④
群
読
「
パ
ナ
ン
ペ
の
は
な
し
」

　

作
：
谷
川
俊
太
郎

朗
読
者
：
小
川
登
喜
子　

勝
又
将
雄

　
　
　
　

神
村
淳
子　

国
谷
は
ま
子

　
　
　
　

小
林
和
子　

滝
沢
智
津
子

　
　
　
　

田
中
五
十
鈴　

徳
永
陽
子

　
　
　
　

星
智
加
子　

宮
佳
奈
子

対　
　

象　

ど
な
た
で
も

定　
　

員　
　

名
程
度

５０

入
場
無
料

申　

込　
　

月　

日
〜　

日
、
図
書

１１

１２

２０

　
　
　
　

館
に
電
話
ま
た
は
来
館

新　

橋　

児　

童　

館

問
�（　
）９
１
５
５

５７

�
折
り
紙
教
室

　
《
グ
ラ
イ
ダ
ー
》を
作
っ
て
、
飛
ば
し

っ
こ
競
争
を
し
よ
う
�
誰
の
グ
ラ
イ

ダ
ー
が
一
番
遠
く
ま
で
飛
ぶ
か
な
�

日　

時　
　

月
１
日（
火
）下
校
後

１１

対　

象　

全
児
童

参
加
無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

み
ん
な
で
《
焼
き
そ
ば
》
づ
く
り

を
し
よ
う
☆
児
童
館
の
焼
き
そ
ば
は

そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
焼
き
そ
ば
と
は

ち
ょ
っ
と
違
〜
う
�
新
橋
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
味
を
お
楽
し
み
に
�

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

１２

対　

象　

小
学
生
・
幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
と
し
て
）

申　

込　
　

月　

日
午
後
５
時
ま
で

１１

１０

　
　
　
　

に
代
金
を
添
え
児
童
館
へ

�
工
作
教
室

　

お
友
達
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
お
答
え

し
て
…
自
分
だ
け
の
《
お
も
し
ろ
け

ん
玉
》
を
作
り
ま
す
�
作
り
た
い
も

の
が
あ
る
お
友
達
は
、
ど
し
ど
し
リ

ク
エ
ス
ト
し
て
ね
♪

日　

時　
　

月　

日
〜　

日

１１

１５

１７

　
　
　
　

下
校
後

対　

象　

全
児
童

参
加
無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
親
子
で
３
Ｂ
体
操
�

　

い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
☆
音
楽

に
乗
っ
て
☆
楽
し
く
運
動
し
よ
う
�

保
護
者
さ
ん
向
け
の
身
体
ほ
ぐ
し
体

操
は
必
見
で
す
�

日　

時　
　

月　

日
・　

日（
土
）

１１

１９

２６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

１
家
族
５
０
０
円

　
　
　
　
（
講
師
代
と
し
て
）

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

としょかんニュース・こどもひろば
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�
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
�

　

今
回
は
…《
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
》

を
し
て
遊
ぼ
う
�
食
べ
物
屋
さ
ん
、

お
花
屋
さ
ん
等
…
い
ろ
い
ろ
な
お
店

屋
さ
ん
を
出
し
ち
ゃ
う
よ
♪

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１１

２５

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
マ
マ
の
時
間

　

マ
マ
達
の
お
楽
し
み
タ
イ
ム
♪
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
《
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
づ
く
り
》
を
し
ち
ゃ
い
ま
す
よ
〜

〜
〜
サ
ン
プ
ル
は
児
童
館
に
あ
り
ま

す
�
ぜ
ひ
見
て
み
て
く
だ
さ
い
�

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１１

２９

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

１
５
０
円

申　

込　
　

月　

日
午
後
５
時
ま
で

１１

２６

　
　
　
　

に
代
金
を
添
え
児
童
館
へ

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
�（　
）１
４
４
０

５４

�
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪

　

音
楽
と
体
あ
そ
び
の
コ
ラ
ボ
�
ピ

ア
ノ
の
先
生
に
よ
る「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

で
す
。
大
好
評
の
た
め
、
お
早
め
の

お
申
し
込
み
を
…
。

日　

時　
　

月
１
日（
火
）

１１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料
・
限
定　

組
１５

申　

込　
　

月　

日
〜
、
児
童
セ
ン

１０

１７

　
　
　
　

タ
ー
へ
（
電
話
可
）

　

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
？
保
護
者
の
方
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日　

時　
　

月
５
日
・　

日
・　

日

１１

１２

２６

　
　
　
　
　

月　

日

１２

１７

　
　
　
　

全
土
曜
日　

４
回

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
無
料

申　

込　

児
童
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
可
）

　

�
デ
コ
っ
ち
ゃ
お
�

　　

大
好
評
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン

グ
で
す
。
明
る
く
楽
し
い
先
生
と
一
緒

に
素
敵
な
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

初
め
て
の
方
も
問
題
な
し
。
職
員
一

同
お
勧
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１１

１１

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

�
工
作
教
室

　

こ
の
時
期
だ
か
ら
で
き
る
。
秋
の

実
や
落
ち
葉
を
使
っ
た
工
作
で
す
。

１
年
に
１
回
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
工
作
を

楽
し
も
う
。

日　

時　
　

月　

日
〜　

日

１１

１５

１７

　
　
　
　

下
校
後

対　

象　

全
利
用
者

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
て
ね
。

�
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　

児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
か
つ
か
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
…
。

　

参
加
す
る
お
友
達
に
は
レ
ン
ジ
ャ

ー
レ
ッ
ド
に
変
身
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
他
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
ピ
ン
ク
・
ブ

ル
ー
・
怪
獣
は
、
先
生
た
ち
が
事
前

に
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
で
決

定
。
楽
し
い
１
時
間
を
一
緒
に
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

月
５
日
ま
で
は
配
役
投
票
を
実

１１
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１１

２１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
児
童
セ

１１

１７

　
　
　
　

ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
）

�
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

　
「
音
」
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
簡
単
楽

器
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
ト
ト
ロ
の
演

奏
会
。
ト
ト
ロ
が
来
ち
ゃ
う
か
も
？

　

マ
マ
友
づ
く
り
に
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１１

２８

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

対　

象　

０
歳
〜
１
歳
６
カ
月
の
親
子

参
加
無
料
・
申
込
随
時

�
科
学
へ
Ｇ
Ｏ
�

　

児
童
セ
ン
タ
ー
に
、
出
張
科
学
教
室

が
や
っ
て
き
ま
す
。
不
思
議
な
科
学
の

世
界
を
体
験
し
て
ね
。
工
作
も
あ
る
よ
。

日　

時　
　

月
３
日（
土
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
無
料

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
児
童
セ

１１

２６

　
　
　
　

ン
タ
ー
へ

�
マ
マ
の
つ
ま
み
ぐ
い

　

簡
単
レ
シ
ピ
の
ご
紹
介
＆
試
食
会

で
す
。
カ
フ
ェ
に
来
る
よ
う
な
感
じ

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月
５
日（
月
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
児
童
セ

１１

３０

　
　
　
　

ン
タ
ー
へ

こどもひろば
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問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

あすなろ教育相談室
�（５７）４１８９（直通）

相談員
いじめ・不登校な
ど教育について

あすなろ教育相談室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（学校の休業日を除く）
午前９時～午後３時

あ す な ろ
教育相談室

健康福祉課
�（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日
（受付）午前９時３０分～１１時 

健 康・育 児
相 談

丸林保育所
�（５６）１７０８保育士育児相談・学習活

動について丸林保育所月～金曜日
午前９時～午後２時

子育て支援
（げんきっこクラブ）

町ボランティア支援
センター（きらり館）
�（２３）１２３１

コーディネーターボランティアにつ
いて

町ボランティア
支 援 セ ン タ ー
（きらり館）

火～日曜日
午前９時～午後６時

ボランティア
相 談

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

社協職員
生活福祉資金等貸
付・福祉サービス利
用援助・日常的金銭
管理サービスについて

町老人福祉センター
（ホープ館）

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

生 活 資 金・
地 域 福 祉
権利擁護相談

野木町地域包括
支援センター
�（５７）２４００

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

友沼５８４０－１
町老人福祉センター

（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分
　～午後５時１５分
（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括
支援センター

野木町在宅介護
支援センター
�（５７）４７６５

介護支援専門員
高齢者についての
総合的な相談

南赤塚１２１８－１
月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分
（２４時間電話連絡可）

野木町在宅介護
支援センター

ライフサポート
センターゆめ
�（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
ご家族など

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート
センターゆめ

みらい
�（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
ご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前９時
～午後５時３０分

み ら い

関 東 財 務 局
宇都宮財務事務所
多重債務者相談窓口 
�０２８-６３３-６２２１（代表）

相談員多重債務解決相談
関東財務局
宇都宮財務事務所
宇都宮市桜３丁目１番１０号

月～金曜日
（祝日を除く）
　午前８時３０分～正午
　午後１時～４時３０分

関東財務局
宇都宮財務事務所
多重債務者
相 談 窓 口

法テラス栃木
�０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
宇都宮市本町４－１５
宇都宮ＮＩビル２階
（サポートダイヤル）
�０５７０－０７８３７４

月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時から４時

法テラス栃木

司法書士会
�０２８（６１４）１１２２

司法書士

不動産関係の相談、
会社関連の相談、
裁判所手続関連の
相談、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

【宇都宮会場】
栃木県司法書士会館
宇都宮市幸町１番４号
【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
小山市城東１丁目６番３６号
【電話相談】
�０２８（６５１）５００８

【宇都宮会場】
　毎週土曜日（要予約）
　午前１０時～午後３時
【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　午前１０時～午後３時
【電話相談】
　毎週土曜日
　午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会
総合相談センター

行政書士会
�０２８(635)1411行政書士成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可
電話相談
�０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

行政書士電話
相談センター

宇都宮地方法務局
�０２８(623)0926

相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐
待、障がい者に対
する差別や偏見な
どの相談

電話相談
�０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の
人権１１０番

宇都宮地方法務局
�０２８(627)3855

相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談
�０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

女性の人権
ホットライン

栃木いのちの
電話事務局

�０２８（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談
�０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時
～１１日（日）午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防
　いのちの電話」



問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

日頃の悩みなど日
常生活について

町老人福祉センター
（ホープ館）

１１月２日（水）
　　 １６日（水）
 午前１０時～正午

心配ごと相談

新橋児童館
�（５７）９１５５

子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館
１1月 7日（月）
　　 21 日（月）
 午前１０時～正午

子育てサロン

生活環境課
�（５７）４１３２

人権擁護委員
行政相談委員

人権侵害の悩み、
毎日の暮らしの中
で役所などが行っ
ている仕事に対す
る疑問や相談

町老人福祉センター
（ホープ館）

１１月９日（水）
 午前９時～正午

人 権・行 政
合 同 相 談

丸林保育所
�（５６）１７０８

保育士子育てについて丸林保育所
１１月９日（水）
 午後１時３０分
　 ～２時３０分

子育て相談

健康福祉課
�（５７）４１７１

保健師
看護師
管理栄養士

健康相談、血圧測
定、栄養相談

（１０日）野木原集会所
（１５日）友沼下西公民館
（１７日）新橋西１集会所
（２４日）中之内公民館

１１月１０日（木）
　　　１５日（火）
　　　１７日（木）
　　　２４日（木）
 午前９時３０分
　 ～１１時３０分

健 康 相 談

あかつか児童センター
�（５４）１４４０

（１４日）
児童センター職員
（２６日）
子育てサロン相談員

子育てについてあかつか児童センター
１1月 14 日（月）
　　　28 日（月）
 午前１０時～正午

子育てサロン

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

保健師
健康管理や健康指
導について

町老人福祉センター
（ホープ館）

１１月１５日（火）
 午前９時３０分
　～１１時３０分

健 康 相 談

小山市調停協会
�０２８５（２２）０５３６

調停委員

金銭、土地建物、
交通事故、多重債
務等その他民事に
関する事項

小山市勤労者福祉会館
（小山市八幡町１丁目）

１１月１５日（火）
 午前 10 時～午後 3時

調停相談会

健康福祉課
�（５７）４１７１

保健師
管理栄養士

健康相談、血圧測
定、栄養相談

 本新田コミュニティセンター
１１月１５日（火）
 午後１時３０分～３時

健 康 相 談

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

弁護士

財産・扶養・土地・
金銭貸借・賠償・
離婚などの問題に
関する相談

 町老人福祉センター
（ホープ館）

１１月１７日（木）
 午後１０時～正午
（要事前予約）

法　 律
（ 弁 護 士 ）
相　 談

健康福祉課
�（５７）４１７２

カウンセラーこころの悩み町保健センター
１１月１９日（土）
 午後１時３０分～
（１週間前までに要予約）

野 木 町
こころの相談

 相談コーナー
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�
�
�

�
第
６
回　

古
河
菊
ま
つ
り

　

会
場
に
は
約
１
２
０
０
鉢
の
様
々
な
菊
花

を
展
示
し
ま
す
。
菊
の
即
売
会
の
他
に
菊
の

天
ぷ
ら（
土
・
日
）や
古
河
の
逸
品
の
販
売
も

行
わ
れ
ま
す
。

期　

間　
　

月　

日（
水
・
祝
）ま
で

１１

２３

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

古
河
市
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
（
古
河
市
駒
羽
根
６
２
０
）

※
日
曜
日
・
祝
日
に
は
、菊
む
す
め
が
会
場
で

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
課　
　
　
　

�（　
）３
１
１
１

９２

�
�
�

�
第
１
回
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
市
民
ま
つ
り

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

１０

場　

所　

大
利
根
運
動
公
園
（
自
由
広
場
）

内　

容　

農
産
物
即
売
・
品
評
会
、
模
擬
店
、

　
　
　
　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

　
　
　
　

ッ
ト
、
童
謡
の
ふ
る
里
体
験
コ
ー

　
　
　
　

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
大
利
根
総
合
支
所
環
境
経
済
課

�
０
４
８
０（　

）１
３
１
９

７２
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�
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�

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
町
内
２
組
織

で
生
き
も
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
み
ど
り
の
里
川
西
」

代
表　

青
木
良
夫

　

今
年
で
、
第
５
回
目
と
な
る
生
き

も
の
調
査
を
７
月　

日
に
実
施
し
ま

３１

し
た
。
当
日
は
天
候
も
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
、
友
沼
小
学
校
の
児
童
３
名
を
含

む
総
勢　

名
で
、
多
く
の
生
き
も
の

２４

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
調
査
終
了
後
に
は
子
供
た

ち
が
「
生
き
も
の
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
昨
年
の
経
験
を
生
か
し
、

３
人
で
協
力
し
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
が
最
後
の
生
き
も
の
調
査
と
な
り

ま
し
た
が
、
役
員
の
方
々
に
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
調

査
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
れ
ん
げ
の
里
川
田
」

代
表　

鈴
木
敏
男

　

今
年
で
、
第
４
回
目
と
な
る
生
き

も
の
調
査
を
８
月　

日
に
実
施
し
ま

２７

し
た
。
佐
川
野
小
学
校
の
児
童　

名
１７

を
含
む
総
勢　

名
で
調
査
を
行
い
、

２８

数
多
く
の
生
き
も
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
調
査
終
了
後
に

は
、
参
加
児
童
が
２
班
に
別
れ
て
生

き
物
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
、
２
つ

の
素
晴
ら
し
い
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま

し
た
。
来
年
度
は
、
れ
ん
げ
の
里
の

活
動
が
最
終
年
と
な
る
の
で
、
５
年

間
の
集
大
成
と
し
て
充
実
し
た
生
き

も
の
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
な
ど
か

ら
成
る
「
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
検
討
委
員
会
」
で
は
、
町
民

等
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
協

働
推
進
の
あ
り
方
や
方
針
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
の
会
議
は
、
協
働
推
進
研

究
部
会
（
町
の
係
長
・
主
任
ク
ラ
ス

で
構
成
）
と
合
同
で
、
９
月
７
日

（
水
）午
後
２
時
〜
、
役
場
新
館
２
階

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、「
現
在
活

動
し
て
い
る
協
働
事
業
」
に
つ
い
て
、

住
民
・
行
政
双
方
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　�
�
�
�
��
�
�
	


�
�

�

　

第　

回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

２７

流
大
会
女
子
４
０
０
ｍ
（
４
×
１
０

０
ｍ
）
リ
レ
ー
で
県
の
代
表
と
し
て

出
場
し
、
見
事
優
勝
し
た
南
赤
塚
小

学
校
６
年
の
小
野
真
由
さ
ん
（
下
都

賀
T
O
J
所
属
）
が
、
９
月　

日
野

２６

木
町
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
大
会
優

勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

に
合
わ
せ
、
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
町
内
全
域
で
道
路
清
掃
な
ど

の
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
町
内
全
域
で
５
５
８
６

名
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
草
刈
り
、
小
枝
切
り
作
業
総
延
長

　
　

万
５
９
３
６
ｍ

１４

☆
回
収
し
た
草
、
ゴ
ミ

６
７
４
５
㎏

　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

����� �������	�
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�こども手当支給 …………………… 4 億 1,262 万円

�小山広域保健衛生組合負担金 …… 3 億 5,355 万円

�公共下水道事業特別会計繰出金 … 2 億 9,622 万円

�障がい者自立支援給付事業 ……… 2 億 4,593 万円

�常備消防委託 ……………………… 2 億 3,045 万円

�介護保険特別会計繰出金 ………… 2 億　161 万円

�私立保育園等委託事業 …………… 1 億 9,224 万円

�道路新設改良事業 ………………… 1 億 6,741 万円

�国民健康保険特別会計繰出金 …… 1 億 1,617 万円

�小学校校舎耐震補強事業 ………… 1 億　744 万円

�保育所運営事業 …………………… 1 億　 ６９６万円

�文化会館管理運営委託 …………… 　　7,915 万円

�������

　

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成

　

年
度
各
会
計
の
決
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認

２２定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　

億
５
８
４
７

７３

万
８
８
４
円
、
歳
出
が　

億
３
０
６
１
万
６
８
８
４

６７

円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億
２
７
８
５

万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２
億
円

を
財
政
調
整
基
金
、
１
億
１
０
０
０
万
円
を
公
共
施

設
整
備
基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

（30）



�����
増減率（％）金　　額基　　　金　　　名

18.51２億９,229万円財政調整基金
158.7１億６,301万円減債基金
0.0１億３,866万円公共施設整備基金

118.3３億３,404万円義務教育施設整備基金
0.2１億　317万円まちづくり基金
1.1999万円災害基金
0.0２億２,643万円地域福祉基金

△ 41.8２億５,006万円土地開発基金
△ 15.66,394万円介護保険給付費準備基金
△ 92.830万円介護従事者処遇改善特例基金

96.9553万円野木町煉瓦窯保存基金
皆増200万円野木町一般旅券印紙等購買基金

1,397,478.15,001万円国民健康保険財政調整基金
12.9２６億３,943万円合　　　　　　　　計

※増減率は前年同月末の額との比較

�����
建物（�）土地（�）区　　　　　　分

4,83524,307本 庁 舎

1,0423,290警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,274229,930学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

414254,534公 園

23,482317,636その他の施設

77379,583山 林 ・ そ の 他

78,777916,289合　　　　　　計

������������

���������	
�

������

������

������

������

民生費

73,973 円

町民税

76,431 円

教育費

45,587 円

固定資産税

66,529 円

土木費

28,751 円

町たばこ税

5,196 円

総務費・衛生費・公債費他

110,749 円

軽自動車税

1,423 円
平成２３年 3月３１日住基人口 25,981 人より計算

�����
増減率（％）金　　　額事  業  債  名

△ 7.439 億 4,228 万円一般会計事業債

△ 4.44 億 7,525 万円農業集落排水事業債

△ 4.341 億 1,083 万円下 水 道 事 業 債

△ 3.311 億 1,284 万円水 道 事 業 債

皆増6,910 万円町営墓地事業債

△ 4.897 億 1,030 万円合　　　計

※増減率は前年同月末の額との比較

������������
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資
産
合
計
は
約
２
６
９
億
円
、
負

債
合
計
は
約　

億
円
、
正
味
資
産
は

６７

約
２
０
１
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
味
資
産
は
国
や
県
の
支
出
金
と

町
税
な
ど
一
般
財
源
を
費
や
し
た
価

額
で
今
後
返
済
の
必
要
が
な
い
純
粋

な
資
産
分
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
町

民
一
人
当
り
に
換
算
す
る
と
１
０
３

万
３
６
２
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

決
算
で
は
主
に
１
年
間
の
歳
入
と

歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
「
町
は
財
産
を
ど
れ
く
ら
い

持
っ
て
い
る
の
？
」「
借
入
金
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
？
」
と
い
っ
た
疑

問
に
答
え
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
、

　

年
度
決
算
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

14を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
３
月　

日
現
在
で
町
が
持
っ

２３

３１

て
い
る
財
産
と
、
そ
の
財
産
を
取
得

す
る
た
め
に
ど
ん
な
財
源
が
充
て
ら

れ
た
か
を
把
握
で
き
る
も
の
で
す
。

用
い
た
デ
ー
タ
は
総
務
省
で
実
施
し

て
い
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の

昭
和　

年
度
以
降
の
一
般
会
計
の
数

４４

値
を
使
っ
て
い
ま
す
。

貸　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

 

177,987

0

5,297

5,297

62,447

0

245,731

 

4,624,275

0

137,633

137,633

1,622,439

0

6,384,347

１．固定負債

　�地方債

　�債務負担行為

　　①物件の購入等

　　②債務保証

　　　又は損失補償

　　債務負担行為計

　�退職給与引当金

　�その他

　固定負債計

 

12,978

0

12,978

258,709

 

337,181

0

337,181

6,721,528

２．流動負債

　�翌年度償還予定額

　�翌年度繰上充用額

　流動負債合計

　

　負債合計
町民
一人当り（円）全体（千円）正味資産の部

 78,548

44,883

651,488

774,919

 2,040,763

1,166,108

16,926,321

20,133,192

１．国庫支出金

２．県支出金

３．一般財源等

　正味資産合計

1,033,62826,854,720負債・正味資産合計

借　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

 
110,700
17,143
31,004

0
19,363

290
188,057
4,131

454,913
68

825,669
246,860

 
2,876,092
445,397
805,514

0
503,083
7,526

4,885,921
107,324

11,819,084
1,767

21,451,708
6,413,664

１．有形固定資産
　�総務費
　�民生費
　�衛生費
　�労働費
　�農林水産業費
　�商工費
　�土木費
　�消防費
　�教育費
　�その他
　有形固定資産合計
     （うち土地）

 
11,914
1,901

31,554
17,267

0
48,821
54,957
117,593

 
309,549
49,389

819,813
448,608

0
1,268,421
1,428,281
3,055,640

２．投資等
　�投資及び出資金
　�貸付金
　�基金
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　基金計
　�退職手当組合積立金
　投資等合計

 
 

49,740
6,274
27,669
83,683

6,500
166

6,666
90,349

 
 

1,292,294
163,015
718,866

2,174,175
 

168,887
4,310

173,197
2,347,372

３．流動資産
　�現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　現金・預金計
　�未収金
　　①地方税
　　②その他
　　未収金計
　流動資産合計

1,033,61126,854,720資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成２３年 3月３１日）の住基
　人口 25,981 人で算出しています。

「
資
産
の
部
」

　

町
が
保
有
し
て
い
る
施
設
や
道
路
、

車
両
、
基
金
、
現
金
な
ど
の
財
産
。

「
負
債
の
部
」

　

主
に
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使

っ
た
財
源
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
。

　

退
職
給
与
引
当
金
は
資
産
の
取
得

の
た
め
に
使
っ
た
も
の
で
は
な
く
将

来
の
支
払
い
に
備
え
る
も
の
。

「
正
味
資
産
の
部
」

　

資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使
っ
た

財
源
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る
必
要

が
な
い
も
の
。

　

一
般
財
源
等
と
は
町
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
こ
と
。

�������	
��
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水 道 事 業

2,857 万円3億 2,555 万円3億 5,412 万円・ 収 益 的 収 支

�１億　468 万円1億 4,810 万円4,342 万円・ 資 本 的 収 支
※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する 1億 0,468 万円は、当年度分損益勘定留保資金 492 万円のほか、
　過年度分損益勘定留保資金繰越金 9,616 万円、当該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 360 万円で
　補てんしました。

� �����������������������������������������

����������

� �� �� �� � �

0 万円3,353 万円3,353 万円一 般 会 計

0万円9,504 万円9,504 万円文化事業特別会計

0万円5,969 万円5,969 万円健康センター特別会計

0 万円1億 8,826 万円1億 8,826 万円総 合 計

� �����������������������������������������

����

� �� �� �� � �

３億 2,785 万円２４億 9,770 万円２８億 2,555 万円国 民 健 康 保 険
200 万円606 万円806 万円老 人 保 健

1,713 万円１２億 8,385 万円１３億 0,098 万円介 護 保 険
1,032 万円１億 8,411 万円１億 9,443 万円後期高齢者医療
131 万円5,011 万円5,142 万円農業集落排水事業

5,518 万円６億 4,557 万円７億 0,075 万円公共下水道事業
9,110 万円4,958 万円１億 4,068 万円町 営 墓 地 事 業

� ������������������������������������������������������

� ������������������������������������������������������

� � � � �� � � � � �� �

�������	
�

������

201,751 円75,309 円一 般 被 保 険 者
1 人 当 り

329,037 円89,203 円退職被保険者等
378,872 円141,425 円一 般 被 保 険 者

1 世 帯 当 り
704,605 円191,020 円退職被保険者等

（33）
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増減率（％）金　　　額事  業  債  名

7.143 億 9,243 万円一般会計事業債
△ 4.64 億 6,415 万円農業集落排水事業債
△ 1.641 億 3,521 万円下 水 道 事 業 債
△ 5.66,526 万円町営墓地事業債
△ 3.910 億 9,925 万円水 道 事 業 債

1.5101 億 5,630 万円合　　　計
※増減率は前年同月末の額との比較

�����
増減率（％）金　　額基　　　金　　　名

15.614 億９,264万円財政調整基金
1.0999万円災害基金
0.04,988.00�土地開発基金（土地�）

△ 41.82 億５,021万円土地開発基金
118.33 億３,406万円義務教育施設整備基金
79.42 億４,868万円公共施設整備基金
0.21 億 0,334万円まちづくり基金

158.71 億６,303万円減債基金
0.02 億２,642万円地域福祉基金

△ 44.76,395万円介護保険給付費準備基金
△ 92.830万円介護従事者処遇改善特例基金
132.9680万円重要文化財野木町煉瓦窯保存基金
0.0200万円野木町一般旅券印紙等購買基金

1,397,616.05,001万円国民健康保険財政調整基金
16.2２９億５,143 万円合　　　　　　　　計

※増減率は前年同月末の額との比較

�����
建物（�）土地（�）区　　　　　　分

4,83524,307本 庁 舎

1,0423,290警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,274229,930学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

414254,534公 園

23,482317,636その他の施設

77379,583山 林 ・ そ の 他

78,777916,289合　　　　　　計

������������

��������	
��

��������	
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９
月　

日
、
社
会
福
祉
協
議
会
主

１９

催
の
「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

（
場
所：

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
）に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

名
の
参
加
者
は
、
野
木
町
を
午

２６
前
４
時
に
出
発
し
、
８
時　

分
七
ヶ

３０

浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
着
、
早
速
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
、
室
内
整
理
２
カ

所
・
ガ
レ
キ
の
後
片
付
け
４
カ
所
・

被
害
跡
地
の
整
理
２
カ
所
の
中
か
ら
、

野
木
町
グ
ル
ー
プ
は
被
災
跡
地
の
整

理
が
割
り
振
ら
れ
ま
し
た
。

　

場
所
は
菖
蒲
田
浜
地
区
の
個
人
宅

の
後
片
付
け
で
す
。
付
近
は
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
そ
の
ま
ま
倒
れ
、
宅
地
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
下
が
津
波
で
え

ぐ
り
取
ら
れ
、
家
屋
は
床
板
を
残
す

の
み
で
フ
ロ
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
床
下
に
は
た
く
さ
ん
の
泥
砂
が

入
り
込
み
悲
惨
な
状
況
で
す
。

　　

小
雨
降
る
中
、
皆
で
草
取
り
・
ガ

レ
キ
の
撤
去
・
汚
泥
の
撤
去
作
業
を

黙
々
と
続
け
ま
し
た
。

　

時
お
り
泥
砂
の
中
か
ら
子
供
の
オ

モ
チ
ャ
や
写
真
や
茶
碗
・
皿
が
出
て

き
ま
す
。
涙
を
誘
い
ま
す
。

　

帰
り
に
は
き
れ
い
に
洗
い
玄
関
先

と
思
わ
れ
る
場
所
に
整
理
し
置
い
て

き
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
１
日
で
も

早
く
、
以
前
の
生
活
に
近
い
状
態
に

戻
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　　未来に残すために！！

煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。
�９月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　寄附金　　　　　　
　　　（内ふるさと納税 ２,421,000 円）
　　　募　金
　　　　計　

　　

　広報のぎ　平成２３年 1１月号
　

目　次
　

表　紙
　町の人口・今月の納期
ひろコラム特別版
　この１年（H２２.１２～H２３.１１）重点的に進めた施策
野木町若者の出会い応援事業～婚活イベント開催案内
とても便利�キラ輪号～ますます使いやすく
がっこう
広報連絡委員レポート・あなたの健康応援します
お知らせ
カルチャー
スポーツ
としょかんニュース
こどもひろば
相談コーナー
エニスホール・三国サミットイベント情報
トピックス
財政特集
投稿ほか
花だより・郷土ナビゲーター・
　煉瓦ものがたり

6,753,573 円

677,422 円
7,430,999 円

町内の交通事故

２件数
９
月
累
計

０死者

２傷者

４７
(２ )

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２３

　０
( ０ )

死者
（増減）

　５６
（△７ )

傷者
（増減）

町内の救急出場

55出場
件数９

月
累
計

42搬送
人員

426
（△２０)

出場
件数

（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２３

376
（△４１)

搬送
人員

（増減）

町内の犯罪発生件数

２空き巣

９
月
累
計

　０自動車盗

　０車上ねらい

　３自転車盗

　５
（△１１)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２３
　９
(0)

自動車盗
（増減）

　１
（△１６)

車上ねらい
（増減）

　２５
( ０ )

自転車盗
（増減）

…１

…２
…５
…６
…７
…８
…９
…２０
…２２
…２３
…２４
…２６
…２８
…２９
…３０
…３５
…３６

問生涯学習課�（５７）４１８８
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野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会
の
会
員
と
有
志
に
よ
る

　

名
で
、深
谷
市
に
あ
る
J
R
深
谷
駅
、「
旧
煉
瓦
製
造

１６施
設
」近
隣
の「
旧
渋
沢
邸
」、桐
生
市
の
有
鄰
館
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。

　

深
谷
市
の
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
の
跡
地
は
建
造

物
と
と
も
に
深
谷
市
に
寄
贈
さ
れ
、当
時
の
写
真
と
資

料
は
旧
事
務
所
内
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。旧
煉

瓦
製
造
窯
は
一
基
あ
り
ま
し
た

が
窯
全
体
を「
ト
タ
ン
板
」で
覆

い
、煙
突
は
崩
落
を
防
ぐ
た
め

に
防
腐
繊
維
で
巻
き
つ
け
て
あ

り
、外
か
ら
見
る
と「
煉
瓦
製
造

窯
」と
は
思
え
ま
せ
ん
。次
に
電

力
施
設「
旧
変
電
所
」を
見
学
、

地
震
被
害
に
よ
り
煉
瓦
積
み
の

壁
の
一
部
が「
横
ず
れ
」を
お
こ

し
て
お
り
ま
し
た
。続
い
て
煉

瓦
運
搬
専
用
鉄
道
の
跡
地
に
あ

る
橋「
備
前
梁
鉄
橋
」を
見
学
し
ま
し
た
。

　

通
常
で
は
煉
瓦
窯
内
部
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
が
、今
回
は

深
谷
市
教
育
委
員
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
資
料
館
の
説
明
と
、

窯
内
部
の
見
学
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
、次
の
見
学
地「
旧
渋
沢
邸
」に
向
か
い
常
駐
す

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
の
方
に
よ
り
説
明
を
受

け
、渋
沢
栄
一
の
才
覚
に
感
動
し
て
次
に
向
か
い
ま
し
た
。

震災による煉瓦積みの
「横ずれ」（旧変電所跡）

平
成　

年　

月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
８
２
号
）
�
発
行　

野
木
町　

�
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

�
０
２
８
０（　

）４
１
３
４

２３

１１

５７

　

友
沼
八
幡
神
社
は
将
軍
が
江
戸

を
出
発
し
て
三
日
目
に
「
将
軍
御
休

所
」
と
し
て
小
休
止
を
し
た
場
所
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

小
祠
か
ら
拝
殿
、
本
殿
を
そ
な
え

た
神
社
で
あ
り
、
当
時
は
ケ
ヤ
キ
・
ス

ギ
・
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
大
木
が
境
内

を
囲
む
よ
う
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

明
治　

年
頃
の
友
沼
村（
現　

友
沼

１１

地
区
）
の
地
誌
に
は
、
ス
ギ
・
ケ
ヤ
キ

の
「
大
木
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

昭
和　

〜　

年
頃
も
こ
の
木
の
他
に

３０

４０

太
い
ケ
ヤ
キ
も
あ
っ
た
が
、
樹
勢
の

衰
え
に
よ
り
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
推
定
樹
齢
５
５
０
年
余
の

ケ
ヤ
キ
は
、
神
社
を
代
表
す
る
巨
木

と
し
て
、
そ
の
勇
壮
な
美
し
い
姿
で

立
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
に
町
指
定
文
化
財
に

２２

な
り
ま
し
た
。

〜
都
公
園
花
の
会
〜

　

丸
林
東
区
の
南
東
部
に
あ
る
都
公
園
は
、
畑

に
囲
ま
れ
た
開
放
的
な
雰
囲
気
で
、
近
隣
の
人

達
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
公
園
花

の
会
は
公
園
近
く
の
住
民
約　

人
の
集
ま
り
で
、

１０

こ
の
公
園
の
６
カ
所
に
花
壇
を
借
り
受
け
、
四

季
折
々
の
草
花
を
植
え
込
ん
で
訪
れ
る
皆
さ
ん

と
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
分
達
の
好
き
な

花
や
育
て
た
花
な
ど
を
花
壇
の
形
や
位
置
に
合

う
よ
う
に
相
談
、
工
夫
し
な
が
ら
レ
イ
ア
ウ
ト

し
、
年
間
を
通
し
て
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
は
今
ま
で
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

２３ル
ド
、
日
々
草
、
イ
ン
パ
チ
エ
ン
ス
、
コ
リ
ウ

ス
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、
約
１
時

間
の
気
楽
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
で
す
の
で
、

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
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